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■　眠れぬ夜に





飼い主になってよ！

Kainushi-ni-Natteyo!




１







　山やま間あいの小さな町、夏祭りの賑にぎかな人ひと混ごみのなかへと、和かず音ねはなんの前まえ触ぶれもなくいきなり走り出していった。


「和音、待って！」


　なんとか追いつこうとして文もん人ども人混みをかき分けたが、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな和音とは違ちがって、強ごう引いんに通行人を押しのけてまで前に進むことはできない。


　そうこうしているうちに、和音の小さな背中は背の高い大人達が作る壁かべに飲み込まれ、あっという間にみえなくなってしまう。


「いっつもこれだ……。もう困ったな」


　文人は諦あきらめて立ち止まると、小学四年生とは思えない大人びたため息をついた。


　小さな神社のお祭りだった。


　境けい内だいに向かう参道の両りよう脇わきには、裸はだか電でん球きゆうの安っぽい黄色い光に照らされた夜店がずらりと並んでいる。


　さっき買ったばかりの細やかな細工が施ほどこされたべっこう飴あめを持っていた文人は、このまま人混みのなかにいるとせっかく買った飴を粉々にしてしまいそうだと、いったん人の波から脱だつ出しゆつすることにした。


（どこにいったのかな）


　夜店と夜店の間の狭せまく暗いスペースに避ひ難なんしてから、ひとりで駆かけ出した和音の行方ゆくえを推理してみる。


　思いつくとジッとしていられない性しよう分ぶんの和音のことだから、目的地に向かってまっしぐらに走っていってしまったのは間ま違ちがいない。


（目的地さえわかれば、追いつくのは簡単なんだけど……）


　さっき食べたばかりの、やけに甘いかき氷のせいで喉のどが渇かわいて水が飲みたくなったのか、それとも、文人が母親へのおみやげを買ったのをみて、和音も自分の両親へのおみやげを買いたくなってしまったのか。


　和音だったら、両親のおみやげになにを買うだろう？


　考えてみても答えはみつからなかった。


　立ち止まって考え込んでいてもしょうがないかと、推理を諦めた文人は明るい人混みへと視線を巡めぐらせた。


　まだ子どもで背が低い文人では、この人混みのなかに入ってしまったら、道の両脇の夜店を物色する人の姿をみることはできない。


　片方ずつ確かく認にんしていくしかないだろう。


　文人は、屋台の間の暗がりから参道へと出た。


　と、その途と端たん、


「ちょっと、ほら、みてよ」


　好こう奇き心しんに満ちた女の声が耳に届く。


　声のほうに視線を向けると、声を発した浴衣ゆかた姿すがたの高校生ぐらいの女の子と、その友達らしき複数の男女がこっちを向いている。


　文人の姿を認めて、一いつ瞬しゆんおどろいたように見開かれる複数の眼め。


　そして次の瞬しゆん間かんには、みんなの顔に柔やわらかな微ほほ笑えみが浮うかんでいた。


「ここら辺の子じゃないな」


「夏休みだし、別べつ荘そう地ちに遊びに来てるんじゃない？」


「眼が緑色。かーわいー」


「日本語わかるかな」


「あの髪かみって、プラチナブロンド？」


　文人の姿をみて、口々に好きなことをいっている。


　近づいてきて、無造作に髪に触ふれようと手を伸のばしてくる女の子もいて、文人は思わず一歩後ろに下がった。


（……やだな）


　まるで珍めずらしい小動物に対する反応だ。


　銀の髪や緑の瞳ひとみが、この日本で珍しいのはわかる。


　でも、珍しいからといってジロジロと観察して触さわろうとするのは失礼だと思う。


　少しばかり色合いは達っても、自分は普ふ通つうの小学生で、ちゃんと日本人のつもりなのだ。


　知らない人に話しかけられて、嫌いやだ、怖こわいと思える心だって持ってるのに……。


　外見に対する周囲の過か剰じような反応には物心がついたときからずっとさらされ続けていたのだが、成長して自じ我がが発達するにつれて、文人は人々のそんな反応に対して過剰反応を示すようになっていた。


「ねぇ、ぼく――」


　女の子の手が髪に触れる寸前、文人はブルッと頭を振ふって、一歩後ろに下がった。


　無言のままで、触れようとした女の子を威い嚇かくするようにキッと睨にらみつける。


　これをやると、にこやかに笑っていた人々の顔は一転する。


　可愛かわいがってあげようとしたのに、なんて可愛げのない。


　そういいたげに、その顔が歪ゆがむってことは経験上よくわかってる。


　だが、文人にしてみれば、可愛がってちやほやしてくれなんて頼たのんでもいないし、どだい注目して欲しくもない。


　まさに降って湧わいた災難でしかないわけで……。


（うるさそう）


　高校生ぐらいで群れている女の子達が、可愛がるにも反発するにも、一番に声も反応も大きくて厄やつ介かいだ。


　可愛げがないとか生意気だとか、そんな耳にも心にも痛い捨て台詞ぜりふの数々を投げつけられる前に、ここから逃にげ出すのが得策だろう。


　そう思って、文人が再び人混みのほうに視線を向けた、そのとき、


「文人、みっけ!!」


　さっき見失った和音が、人混みのなかからひょこっと顔を出した。


「急にいなくなんなよ、捜さがしちゃったじゃねーか」


　和音は腰こしに手をあてて、ぷうっとふくれている。


　後先考えずにひとりで走り出しだのはそっちだろうと思いはしても、いっても無む駄だだってことも、経験上よっくわかってる。


　ちらと視線をあげると、高校生の集団も和音のほうを向いていた。


　その眼は、文人を最初にみかけたときと同じで、はっとしたように見開かれていて……。


（ふん）


　自分がそんな眼でみられるのは嫌なのに、どうして和音が注目されると妙みように得意な気分になってしまうんだろう。


　四分の一しか日本人の血を持っていない文人とは違って、和音は純じゆん粋すいな日本人だ。


　だが生まれつき髪も瞳も日本人にしては色素が薄うすく、顔立ちも洋風の趣おもむきがあった。


　夏休みで遊びまくっていたせいでいまは日に焼けている肌はだも、冬を迎むかえる頃ころには生来の白さに戻もどって、まるで大きな瞳と小さめのぽっちゃりした赤い唇くちびるが愛らしい等身大のビスクドールのようになる。


　ただし、これはじっとして無表情にしていればの話。


　実際のところ、我が儘ままで自分勝手で落ち着きのない性格が反映してしまった和音の利きかん気そうな顔は、起きている限り喜き怒ど哀あい楽らくが入れ替かわりしまくっていて非常に騒そう々ぞうしく、落ち着いて鑑かん賞しようする暇ひまを与あたえてはくれないのだ。


「文人、なにぐずぐずしてんだよ。置いてっちゃうぞ」


　和音がえらそうな態度で急せかした。


（自分勝手なんだから）


　学校のプールに遊びにいったとき、クラスメイトから隣となり町まちで夜祭りがあることを聞いてしまった和音は、ど～してもいきたい、いけないんだったらプールに墨ぼく汁じゆうを入れてやると訳のわからない脅きよう迫はくじみた駄だ々だをこねた。


　だが夏休みも終しゆう盤ばんに差し掛かかっているというのに、宿題にほとんど手をつけていなかった和音が、夜祭りにいきたいと周囲の大人にせがんでも、却きやつ下かされる可能性のほうが高い。


　だから文人は、仕方なく大人達の眼を盗ぬすんで、和音が夜祭りにいけるように段取りをつけてあげたのだ。


　普ふ段だんは使わないバスに四十分も揺ゆられてここまでやってくる間に、もしもふたりが祭りの人ひと混ごみではぐれても大だい丈じよう夫ぶなようにと、調べておいた帰りのバスの路線名と最終の時間を和音に何回も教え込んだのだが、バスの窓の外の見慣れぬ風景に夢中になっていた和音の耳には、たぶん届いてはいなかっただろう。


　だから、いまここでふたりがはぐれたら、困るのは自分じゃなくて和音のほうだ。


（でも、ま、いっか）


　苦情をいったところで和音の自分勝手な耳には届かないだろうし、彼の身勝手さには慣れっこだ。


「いまいくよ」


　女子高生達の間をぬって和音に駆け寄ると、


「もういなくなっちゃ駄だ目めだぞ。――ほら」


　和音が手を差し伸べてきた。


（なんだ、ちゃんとわかってたんだ）


　いつも自分勝手に走り回っている和音だが、疲つかれたり不安になると身近な人間の側そばにすり寄ってくる癖くせがあった。


　知らない場所でひとりになったのが、さすがに応こたえて不安になっていたんだろう。


　すぐにそのことに気づいた文人は、苦く笑しようしながら差し出された手を握にぎり返した。


「和音、どこにいこうとしてたの？」


「クジ屋。さっきハズレ引いたのが、なんかどんどんむかついてきてさ」


　ぜってー一等賞のゲームを手に入れるんだと、息巻いた和音が文人の手を強く引いて歩き出す。


　引っ張られて歩きながら振り向いた文人は、さっきの高校生達がにこにこしながら自分達を見送っている姿を認めた。


　これもいつものことだ。


　人並み外れて目立つ姿の自分達が一いつ緒しよにいると、大たい抵ていの大人達は小動物がじゃれ合う姿をみているときのように、にこにこと微ほほ笑えむ。


（ま、いっか）


　自分ひとりだったら嫌だけど、和音と一緒だったら我が慢まんできる。


　目立つのが嫌だからといって、不安がっている和音の手を離はなしてしまうことなんて、自分にはできっこないんだから……。


「ねえ、和音。夜店のクジ屋さんをあんまり信用しないほうがいいよ？　一等賞が当たらないようにズルしてるかもしれないしさ」


　無駄だと分かり切ってる忠告をしつつ、文人は今度こそ絶対にはぐれないようにとギュッと和音の手を強く握った。


　その手の力に、和音は安心しきった愛らしい笑え顔がおをみせる。


　その無む邪じや気きな信しん頼らい感かんが嬉うれしくて、誇ほこらしくて、文人の胸がトクンと高鳴り……。


　――そして、そのとき。


　雑ざつ踏とうの騒さわがしさを押しのけて、いきなり目覚ましの電子音が辺り一面に響ひびきわたった。





　　　☆





「くそっ」


　文人は、子ども時代の懐なつかしい思い出をそのままなぞった夢から目覚めた。


　枕まくら元もとの目覚ましを止め、起きあがると、ぼそっと呟つぶやく。


「……………悪夢だ」




２







「とうとう三下り半をつきつけたって？」


　鳴なる瀬せ文人が教室に入ると、友人の土ど井い幸こう喜きがやけに楽しげに話しかけてきた。


「辞書を引いて日本語の勉強をしなおしてこい」


　夢見の悪さに少々不ふ機き嫌げんだった文人は、幸喜の冷やかしの声をばしっとはじき飛ばすと、窓まど際ぎわの一番後ろの自分の机に向かう。


「堅かたいこといいなさんなって。――で、どうなんだよ」


　文人の反はん撃げきを一向に気にせず、幸喜は文人の机に歩み寄った。


「今度こそ、マジでふっちゃったのかい？」


「……なんの関係もないものを、どうやってふれっていうんだ。俺は、寮りようの部屋に遊びにこないかっていう誘さそいを、丁てい重ちようにお断りしただけだ」


「あ～あ、こりゃまた中ちゆう途と半はん端ぱだね。そんなんじゃ、いつまで経たってもつきまとわれんぞ」


「この場合……仕方ないだろうが」


　面おも白しろがってるんだか、心配してくれてるんだか。


　微び妙みような幸喜の言葉に、文人は三ヶ月以上は美容院にいってないだろうと思われる伸のび放題の前まえ髪がみの隙すき間まから、むっと眼めをすがめた。


　一見したところの文人は、ボサボサな伸ばし放題の真っ黒な髪かみと、いっさいのお洒落しやれを排はい除じよした堅かた苦くるしい制服姿のせいで、長身だけが取り柄えのむさい奴やつにみえる。


　だがちゃんと視線を止めてみると、均整がとれ背筋が伸びたそのスタイルが、同年代の輩やからとは比べものにならないほどいいことに気づかされるのだ。


　さらには、日本人離ばなれした高い鼻び梁りようと薄めの唇の配置と形の良さにエッと注意を惹ひかれ、もっとマジマジ観察すると、伸ばし放題の前髪の隙間から覗のぞく瞳ひとみのよどみない涼すずやかさにぎゅうっと心臓を鷲わし摑づかみされることになる。


　文人の、彫ほりの深い派手な容よう貌ぼうの要因は、主に北ほく欧おう系の貴族の出身だったらしい故人である父親に由来する。


　しかも母親も二分の一しか日本人の血を持っていなかったせいで、銀色の髪に緑の瞳というやたら派手な色合いに生まれついてしまっていた。


　華はなやかでノーブルな容貌に、文句なしの長身。


　周囲の人間にとってはなんとも眼福な存在である文人だが、本人は自分のそんな容貌を面めん倒どうなものだと認にん識しきしていた。


　美形であるが故ゆえの特権まで放ほう棄きするつもりはないのだが、平へい凡ぼんな学生生活を送るうえでの利点はほとんどないと思うのだ。


　いちいち人目を惹くのは面倒だし、トラブルに巻き込まれる原因にもなる。


　だから高校入学と共に、なるべく目立たないようにと髪を真っ黒に染め、黒のカラーコンタクトを使いはじめた。


　伸ばし放題の髪もその計画の一いつ環かんだ。


　だが私立の男子校である樹じゆ杏あん学園に入学して二年目もなかばを過ぎたいま現在、学園内で文人の外見の二面性に気づいていない者はひとりもいない。


　文人がどんなにもっさりした姿で登校しても、その奥に隠かくされた美び貌ぼうの欠片かけらでもみせてもらえないものかと、逆に密ひそかな注目を集めてしまう状じよう況きようなのだ。


　意味ないし、その格好やめたら？　と、幸喜などは、ことあるごとに文人をからかうのだが、やめるつもりはまったくなかった。


　ばれているのは百も承知。


　とりあえずパッと見だけは目立っていないし、初見の相手には気づかれることもない。


　それだけでも充じゆう分ぶんだ。


　黒や茶の髪の集団の中に、自分も埋まい没ぼつしているんだと思うだけで、髪を染める面倒くささも吹ふき飛ぶ。


　余談だが、文人は自分とおなじ『もんど』の名を持つ時代劇の主人公を、密かに羨うらやましく感じている。


　実は剣けんの達人で裏うら稼か業ぎようを持つ身でありながら、現実生活では嫁よめと姑しゆうとにいびられる情けない婿むこ養よう子しを演じている主人公。


　その生き方が非常に羨ましい。


　生来の容姿、知能や能力の高低はどうにかなるものではないが、自分もあの主人公のように平凡な人間を装よそおって生きていけたらいいのにと、真剣にそう思っている。


　が、しかし、文人の意に反して、周囲は文人を人並みには扱あつかってくれない。


　集団に埋没しきれていない華か麗れいな外見が、まるで誘ゆう蛾が灯とうのように恋こいに恋する少年達を引き寄せてしまうし、外見だけじゃなくその実務能力においても秀ひいでている文人は、当然のように周囲に担かつぎ上げられ、気がついたときには生徒会長なんぞという面倒な仕事まで押しつけられていた。


　なんとも上う手まくいかないものである。


「ずるずる長引かせても、逆に目立つだけだって。いい加減、はっきり興味ないっていっちゃったらいいんじゃないのかね？」


「いった」


「え、で、反応は？」


「……そんなに照れなくてもいいそうだ」


「そ、そりゃ……」


　口を押さえた幸喜は、下を向くと、ぐふふっとくぐもった笑い声をだした。


「余計に気に障さわるから、我が慢まんするな」


　ふたりが話題にしているのは、鈴すず掛かけという名の下級生。


　不本意ながらも目立つ外見のせいで、男子校にもかかわらず校内で人気が高い文人だが、鈴掛もアプローチをかけてくる生徒の中のひとりだった。


　だが困ったことに、アプローチの方法が他の生徒に比べると、ちと厄やつ介かいなのだ。


　好きです、つきあってくださいとストレートに告白してくれるのなら断りようもあるのだが、肝かん心じんの告白を抜ぬきにしてやけに馴なれ馴れしく話しかけてくる。


　当然のような顔でデートに誘さそおうとするし、油断するとべたっと腕うでにしがみつかれたりもする。


「なまじ可愛かわいい顔してっから、余計に始末におえないんだよ。鈴掛もいい加減自分がストーカーやってるってことに気づいてくれりゃあいいんだけどね」


　切れ長の目をすうっと細め、肩かたを揺ゆらしながら幸喜がくっくと笑う。


　夜祭りで売っていた狐きつねの面を連想させる友人の笑え顔がおを恨うらめしげに眺ながめながら、まったくだと文人もうなずいた。


　鈴掛は入学当時から、その可愛い顔立ちのせいで目立っている生徒だった。


　元々思い込みが激しい性格だったうえに、男子校の特とく殊しゆ性ゆえ、同級生からも上級生からもちやほやされ続けた彼は、現在ではすっかり自分をこの学園のお姫ひめ様だと勘かん違ちがいしているようだった。


　そんな彼が、文人に一ひと目め惚ぼれした挙げ句、自分にふさわしい相手は文人しかいないと思い込んでいるのだ。


　もちろん、文人の気持ちなどお構いなし、むしろ文人も自分とつきあえることを喜んでいるはずだと夢見心地ごこちで確信している節もある。


　文人が生徒会長になるのなら自分もと、人気があるのをいいことに生徒会の書記にまでなって、さらに距きよ離りを詰つめてつきまとう始末。


　文人側の人間からみれば、鈴掛は単なる面倒なストーカーに過ぎないのだが、鈴掛をお姫様扱いしている側の人間からみれば、いつ文人が鈴掛の魅み力りよくに堕おちるのかと興きよう味み津しん々しんらしい。


　目立ちたくないと思っている文人にとって、鈴掛は二重に面倒な存在だった。


「俺にかまったって、面白くもなんともないだろうに」


「いんや、面白いと思うけどね」


「そうか？」


「ああ、たぶん美女と野や獣じゆうのノリ」


「……俺が野獣？」


「そ。自分が側そばにいることで、おまえさんがそのむさい変装を解いていって、華麗なる王子様に変身する、っていうのを夢見てんじゃないのかね」


　これで愛ゆえの奇き跡せきって感じ？　と、にやにやと狐きつね面づらの友人が笑う。


「馬ば鹿からしい」


「そんなことないです」


　のしっと右みぎ肩かたに重みを感じた文人が顔を上げると、濃こいめの眉まゆをキリリッと上げ真剣な表情をした小こ早ばや川かわ真まことが文人の肩に手を置いていた。


「文人さんの美貌には、本当に夢を見させるだけのパワーがあるんですから……。そんな風にむさい風ふう体ていを装って隠してるから、馬鹿な夢を見る輩やからもでてくるんですよ。普ふ段だんからその美貌を衆目に晒さらしてれば、恐おそれ多くて逆に近寄れなくなるんじゃないんですか？」


「真、あのな……」


　人の顔を秘仏扱いするんじゃない。


　文人はそういって真をたしなめようとしたのだが、高二にしては小こ柄がら過ぎる真の、まるで主人をみる子犬のように純じゆん粋すいな黒い瞳に気力を削そがれた。


「なんです？」


「……晒したら晒したで面めん倒どうなことになるだけだ。昔のこと忘れたのか？」


「ああ、そっか、そうですね」


　真の父親は、資産家である文人の母親が趣しゆ味みで経営しているアンティークショップの店長をしている。


　その縁えんもあって、ふたりは高校に入学する以前からの知り合いたった。


　だから真は、髪かみを染める前の文人が、母親の仕事の関係で出会った大人達に迫せまられまくり、何度か面倒なトラブルに巻き込まれたりしたこともよ～く知っていた。


「でも、もうあの頃ころとは全然違ちがうし……。こんなにでっかくなってしまった文人さんをお稚ち児ごさんにしようだなんて考える輩は、もういないんじゃないですか？」


　それこそ薬でも使わなきゃ押さえ込めないだろうし、と真は真剣な顔でいう。


「たのむから、そういうおぞましい想像はしないでくれないか」


　文人は再び脱だつ力りよくした。


「おぞましくない、それ、すっごく楽しい。――俺はそれなりに育った文人しか知らないしさ。なぁ、まこちゃん。ガキの頃の文人って、お稚児さんにしたいような風体だったわけ？」


「うん、そりゃもうすごく……。はじめてお会いした頃は、ぼくと同じくらいの身長で、見た目はすごく華きや奢しやだったし愛らしくて、礼拝堂の絵から天使が抜けたして来たのかと思ったぐらいだよ」


「ほー」


「あんまり現実離ばなれした綺き麗れいさなんで、ぼくなんてぽかんと馬鹿みたいに口をあけてみとれちゃったし……。でね、綺麗なだけじゃなくて、目元はその頃からきりっと高貴で聡そう明めいそうな顔立ちだったから、ぴかぴか光る髪が本当に王おう冠かんみたいで――」


（おいおい、勘かん弁べんしてくれよ）


　孤こ児じ院いん育ちだった真は、縁あって小学四年のときに小早川の家に養子に入った。


　そのせいもあってか、真は恩人でもある父親の後を継つぐのが将来の目標だと迷いもなくいい切っていた。


　そしてどうしたわけか、文人もまた母親の仕事を引き継ぐつもりになっていると思っているようで、真はいまからすでに文人を将来の雇こ用よう主ぬしと思い定め、少しばかり大おお袈げ裟さに崇すう拝はいしている気配がある。


　真の両親も含ふくめ、周囲の大人達は、真のそんな思い込みをなんとか解消し、自分の好きな人生を歩んでいいんだよと、ことあるごとに説得を試みてはいるのだが一向に改善される気配がない。


　思い込みの激しさは鈴掛なみだが、とくに害があるわけじゃない。


　文人は、同い年とはいえ自分より頭一つ半小さくて単純で、少しばかり一いち途ず過ぎる真のことを、友達というよりは手間のかかる弟のように感じていて、そこそこ可愛く思っていた。


　このまま自分以外の友達も得て普ふ通つうに生活してさえいけば、過か剰じような崇拝ぶりもいずれはおさまるだろうと気にしないようにしている。


　だが、さすがに目の前でここまでいわれると居い心ごこ地ちが悪過ぎる。


　このまま放ほうっておいたら、なにをしゃべられるかわかったもんじゃない。


「まこと」


　強く名を呼ぶと、真はピッと文人に顔を向けた。


「はいっ」


「そろそろ授業がはじまる。自分の教室に戻もどりなさい」


「了りよう解かいしました！」


「まこちゃん、またあとでな」


「うん」


　真は軽い足取りで隣となりのクラスに戻っていった。


「なあ、文人。今度、ガキの頃のアルバムみせてくんない？」


　手を振ふって真を見送ったあとで、幸喜がいった。


「………断る。――ほら、おまえも自分の席につけよ」


「どけち。まこちゃんのアルバムみせてもらうから別にいーけどさ」


　おまえさんもどうせ写ってんだろ？　と、幸喜はその狐面にニヤニヤした笑みを浮うかべたまま、斜ななめ前の自分の常に戻っていく。


（悪あく趣しゆ味みな）


　当の本人が忘れたがっている過去の姿を、どうしてそんなにみたがるのか、いまいち理解できない。


　どっと疲つかれて、文人は珍めずらしくも行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえをついた。


　その直後、教師が教室に姿を現す。


「転校生を紹しよう介かいするぞ」


　教師に続いて教室に入ってきた季節はずれの転校生の姿に、教室中にため息にも似た歓かん声せいが上がる。


　しおらしくうつむき加減のその横顔に、文人は我が目を疑った。


（――――和音？）


　文人の頰杖が、ガクッと外れた。











（まさか……な）


　気を取り直して姿勢を正した文人は、見み間ま違ちがいかもしれないと、うっとうしい前まえ髪がみをかき上げると、眼めをすがめて件くだんの生徒をみる。


（……なんてこった。間違いない。和音だ）


　すんなりと背が伸のびて随ずい分ぶんと印象が変わっていたが、色素の薄うすい薄茶の髪や瞳ひとみはそのままだし、以前よりシャープになったその顔にはかつての面おも影かげが残っている。


　今朝の夢にみた、小学四年のあの夏休みのあと、文人はあの山やま間あいの町から引っ越こした。


　それ以降、和音とのつきあいは完全に絶えてしまっている。


　二度と会うことはないだろうとさえ思っていた、隣の家に住んでいた懐なつかしい幼なじみ……。


（また、あいつのとばっちりを押しつけられるのか……）


　あの夜祭りの際に起きた事件を思い出した文人は、すっかり嫌いやな気分になって和音から視線をそらした。


　あのあと、リベンジのためにクジ屋に向かった和音は、文人が止めるのも聞かずに財さい布ふがスッカラカンになるまでクジを引き続けた。


　それでも欲しい物が手に入らないのに癇かん癪しやくを起こし、いきなりショーケースを蹴けり割るとダッシュで逃にげたのだ。


　一いつ緒しよにいた文人は、店主に謝らなければと思いつつ、和音をひとりにしてもおけなくて、後ろ髪引かれる思いで和音のあとを追った。


　そして後日、色合いが派手で目立つふたり組の素す性じようは隠かくしようもなく、損害賠ばい償しようを求める店主が家に押し掛かけることとなる。


　そのせいでこの事件がばれ、文人は「中ちゆう途と半はん端ぱなことはするな」と母親にボクッとお腹なかを殴なぐられるおまけまで頂ちよう戴だいした。


　あの頃は、一事が万ばん事じこの調子だった。


　和音が近所の畑を荒あらしたときも、クラスメイトを蹴って玩具おもちやを奪うばい取ったときも、テストでカンニングをやらかしたときも、いつもいつも文人は「止められなかったおまえも悪い」と母親に叱しかられた。


　それなのに一番の悪党の和音は、決して叱られない。


　和音の両親というのが、おっとりとした世間知らずの芸術家だったせいもあったのだろう。


　元気がいいのが一番だと、悪事を働いて帰ってきた一人息子むすこをきゅうっと抱だきしめて頰ほおずりするほどの甘やかしぶりだったのだ。


　過去の嫌な記き憶おくが、芋いも蔓づる式しきに、後から後から湧わき出てくる。


　あんな面倒は、もう二度とごめんだ。


　あの頃には戻れないし、戻ろうとも思わない。


（シカト決定だな）


　君子危あやうきに近寄らずだ。


　そう決意する文人の耳に、「じゃ、クラス委員、転校生の面倒みてやれよ」という担任の声が響ひびいた。








「というわけで、俺がクラス委員の土井幸喜。よろしく、水みな瀬せ和音くん」


　どうせなら座席も委員長に近いほうが良いだろうという、文人にとっては非常に迷めい惑わくな担任の配はい慮りよで、局地的な席せき替がえが行われていた。


　その結果、和音の席は委員長である幸喜の隣、つまり文人の前に決まった。


「和音でいいよ。――こちらこそ、よろしく」


（ん？）


　目の前で微ほほ笑えむ和音の横顔に、文人は違い和わ感かんを感かんじる。


（なんだか印象が違ちがうような……）


　文人の知っている和音は、ふんわりと微笑んで「よろしく」なんて殊しゆ勝しような言葉をいうような礼れい儀ぎ正ただしい人間じゃなかった。


　初対面であろうともニヤッと笑って、「なんかおもしれー話があったら俺も混ぜろよな。仲間はずれにしたら、あとで酷ひどいぞ」ぐらいのことは確実にいってのけたはず。


　もしかして、転校初日だけあって、さすがの和音も猫ねこを被かぶっているのかもしれない。


「家族ぐるみの引っ越し？　それとも寮りよう？」


「寮だよ。荷物だけ先に送ってて、まだ部屋はみてないけど……。寮生活なんてはじめてだから、ちょっと戸と惑まどってるとこ」


「二年だったら、たしか個室だな。プライベートもきっちり確保されてるし、食事は豪ごう華かだし、そんなに緊きん張ちようしなくても平気だろ」


「幸喜くんは、寮じゃないの？」


「俺は自宅組。あとで寮の奴やつに紹介してやるから、寮のことはそいつに面めん倒どうみてもらうといい」


「あ、でも……。――あの」


　目の前で話すふたりをいぶかしげに観察していた文人は、いきなり和音にぐるっと勢いよく振り向かれて驚おどろいた。


「……なっ、なんだ」


　シカトするつもりだったのに、不意打ちされたせいで、つい返事まで返してしまう。


「もんど……だよね？」


　和音が不安げに小首を傾かしげて聞く。


「……そうだが」


　違う、といいたいが、幸喜の手前、しぶしぶうなずく。


「やっぱり。髪かみの色が違ってるから人違いだったらどうしようかと思った。あれ？　眼も黒くなってる。――どうなってんの？」


　幼なじみの気安さで、和音は指先で文人の前髪をかき上げ、じいっと瞳を覗のぞき込んでくる。


「………黒のカラーコンタクトを入れてるだけだ」


「わざわざ、どうして？」


（……こいつ、綺き麗れいになったな）


　至近距きよ離りから覗き込んでくるその顔に、不本意ながら文人はみとれてしまっていた。


　小さい頃ころから、黙だまってさえいれば人形のように可愛かわいかったが、成長と同時に妙みような色気も加算されたようだ。


　ぽっちゃりとした赤い下した唇くちびるや、しなやかに傾げられた白い首筋につい触ふれてみたい衝しよう動どうに駆かられている自分を自覚して、文人は不ふ愉ゆ快かいになる。


（中身は、あの和音なんだからな）


　見た目に騙だまされて油断しちゃいけない。


「――なに？　知り合いなの、おふたりさん」


　文人と和音のやりとりに、幸喜が首を突つっ込む。


「まあな、小学生の頃の幼なじみだ」


「小学生四年ぐらいまで、家がお隣となりでずっと一緒に遊んでたんだよね」


「……う、まあ、確かに、そうだが」


　だからといって、そのつきあいを再開したいとは思っていない文人は、無む邪じや気きに同意を求めてみつめてくる和音から、わざとらしく視線をずらした。


　ずらした視線の先には、キョトンとした狐きつね面づら。


「もしかして、わけあり？」


　和音に聞こえないよう、幸喜が文人の耳にこっそり囁ささやく。


　文人が思わず眼めをすがめると、狐面にいつもの笑えみが浮うかんだ。


「ほうほう、そっか。そういうことなら、和音くんの面倒をみる役は、おまえさんに譲ゆずってあげよう。――そのほうが和音くんも安心だろ？」


「あ、おい……」


「うん、そうだね。ありがとう、幸喜くん」


「どういたしまして」


「おい、おまえら、ちょっと待てって」


　みつめあってにっこり同意しあうふたりに、文人は苦情を申し立てた。


　が、折おり悪あしく、一時眼目の教師が教室に入ってきて、文人の苦情は完全にシカトされる。


（……なんてこった）


　教科書が間に合わなかった和音のために、幸喜が机をくっつけて教科書をみせてやっている。


（俺は友達運が悪いのか？）


　過去と現在の友達であるふたりの背中を眺ながめながら、文人はしみじみと己おのれの不幸を嚙かみしめた。








「で、ここが特別棟とうへの渡わたり廊ろう下かになる。その見取り図だと一階からもいけるようにみえるが、あいにく閉へい鎖さ中で、実際は二階の通路しか使えないから気をつけるようにな」


「わかった」


　一応の抵てい抗こうは試みたものの、すべて不発におわり、文人は和音の面倒をみる羽目になってしまっていた。


「説明がいるのはこの程度かな。あとはその見取り図どおりだ。――いまのうちに、みてみたいところはあるか？」


　放課後の校内、立ち止まって見取り図を眺めている和音に声をかけると、


「大だい丈じよう夫ぶだと思う。たぶんだけど……」


　と、妙に気弱げな返事が返ってくる。


「ま、移動教室のときは、慣れるまでは、俺か幸喜が一いつ緒しよにいってやるから心配するな」


「うん、ありがとう」


　見取り図から顔を上げた和音が、文人を見上げてふんわりと微笑む。


　軽くウェーブがかかった柔やわらかそうな薄うす茶ちやの髪に縁ふち取どられたその綺麗な顔には、かつてのいたずらっ子のやんちゃな面おも影かげはまったくみられない。


（……調子が狂くるう）


　いつ和音が本ほん性しようを出して、我が儘ままに振ふる舞まいだすかわかったもんじゃない。


　そんな風に文人はずっと警けい戒かいし続けているのだが、その気配は一向になく、むしろ気弱げで素す直なおな印象だけが積み重ねられていく。


「ああ、そうだ。音楽室にいっておくか？　私立の金持ち校だけあって、けっこういいピアノが揃そろってるぞ」


「また今度でいいよ。それより、寮りようのほうにいきたいな。荷物も片づけなきゃならないし……。文人も寮なんだよね？」


「いや。一年生のときは寮だったが、二年になってからは学校の近くにおふくろが買ったマンションがあるから、そこを使ってる」


「え、なんだ。……そうなんだ」


　酷くがっかりしたように、和音が肩かたを落とした。


「文人も一緒なら、心強いと思ったのに……」


（…………誰だれだ、こいつ）


　文人の記き憶おくの中の和音だったら、この場合、じゃあおまえも寮に引っ越こしてこいよと威い張ばって命令するか、駄だ々だをこねるぐらいのことはやっていた。


　ただがっかりして萎しおれるだけだなんて、どうにもこうにも調子が狂う。


「一年間利用してたから、寮の案内もできるが」


　当初は校内の案内だけして、あとは寮の監かん督とく生せいにでも押しつけてやろうと思っていたのだが、萎れている和音の姿に思わずつるりと文人の口が滑すべる。


「ほんと？」


　嬉うれしそうに小首を傾げて、和音が微ほほ笑えんだ。


（もしかして同どう姓せい同名の別人なんじゃないか？）


　文人は思わず、漫まん画がチックな可能性を考えてしまっていた。








「あ、鳴瀬さ～ん、捜したんですよ」


　教室にいったん戻もどり、鞄かばんを手に、寮にいこうと生徒玄げん関かんに向かって歩くふたりに、背後から声をかけてくる者がいる。


　振り返る以前にその声で相手が誰だか悟さとってしまった文人は、はぁと深く息を吐はいてから、気を取り直して振り向いた。


「鈴掛、なにか用か？」


「そろそろ後期の生徒総会の準備をしたいなって思って。各部や生徒からの要望も集まって来てることだし、集計だけでもしておきましょうよ」


　ね？　と鈴掛は、会話とはなんの脈みやく絡らくもなく、文人の腕うでに絡からみついてくる。


　その視線が、探さぐるようにチラチラと和音に向けられた。


　たぶん、並はずれて綺き麗れいな転校生が来たという噂うわさは、既すでに校内中に広まっているんだろう。


　それに付ふ随ずいして、転校生は生徒会長の幼なじみで、生徒会長が直々に案内役をやっているという情報も伝わり、それを聞いた鈴掛は敵が出現したかと警戒して様子を窺うかがいにきたのだと思われた。


（これさえなきゃな）


　腕に絡みついている鈴掛を見下ろし、文人は密ひそかにため息をつく。


　実のところ、外見や人気はおいといて、鈴掛の事務能力の高さだけは文人も認めるところだった。


　頭も切れるし機転も利きくから、生徒会運営にあたっては必要な人材だと思っている。


　だが、勘かん違ちがいしてまとわりつかれ続けているせいで、さすがに最近では、うっとうしさのほうが先に立つ。


「集計はアンケートが完全に揃ってから、生徒会全員で一気にはじめる。後から後から項こう目もくを追加するような無む駄だは省きたい」


「えー、でも」


「でもじゃない。生徒会と部活動と掛かけ持ちでやっている奴やつだっているんだから、生徒会活動は極力短期間で済ませたい。――その旨むね、先週のうちに伝達していたはずだが？」


「はーい。――でも、集計の下準備だけはしといてもいいでしょう？　ぼく、部活もやってないし、どうせ放課後は暇ひまですから」


　気が利くでしょう？　といわんばかりに、誉ほめてくれと鈴掛がうるうるとみつめてくる。


　期待のこもったその視線に、文人の背筋がぞわっと粟あわだった。


　勝手にしろと邪じや険けんにしたいところだが、それではあまりにも外聞が悪すぎる。


　人目もあるし、今後の学園生活を円満に送るためにもフェアじゃない態度は慎つつしむべきだろう。


「悪いな。そうしてもらえると助かる」


　たいそう不本意ながらそう告げて、ねぎらいの意味を込こめてポンと肩を叩たたくと、鈴掛は「うれしいっ」ときゅるんと肩をすくめ、喜んで去っていった。


　並の女子校生よりずっと可愛かわいい外見をしているから、みれないほどではないのだが、こうしつこく色気丸出しでまとわりつかれると、可愛らしさを強調する仕草も興ざめでしかない。


（まったく、疲つかれるな）


　そういえば、昔から和音はこの手のタイプが大ッ嫌きらいだったはず。


　しかめっ面つらをしてるに違ちがいないと表情を窺うかがったら、和音は去っていく鈴掛の姿を視線でおいつつ、眼めをぱちくりさせていた。


「なんか、珍めずらしいキャラクターだね」


　文人の視線に気づいて顔を上げ、困ったように微笑む。


「………そうだな」


（こいつ、やっぱり別人なんじゃないか？）


　文人は疑ぎ惑わくを強くした。











　私立樹杏学園は、緑豊かな地方都市の一角に広大な敷しき地ちを有して設立された。


　広い敷地を活いかした充じゆう実じつした施し設せつと優ゆう秀しゆうな教師陣じんを誇ほこるこの学園は、当然ながら入学金や授業料がそれなりに高く、金持ちの子息の割合が多いことでも有名だ。


　もちろん学校の学力レベルを維い持じするための奨しよう学がく生せいやスポーツ特待生の枠わくもある。


　ありあまる資金を元手に、様々なバックアップをしてくれるこの学園に入れさえすれば将来安あん泰たいだと、少ない席をめぐって毎年熾し烈れつな競争が繰くり広げられていた。


　そんな学園だったから、校舎から十分程ほど離はなれた場所に造られた学園の寮も、かなり豪ごう華かなものだった。


　一年生のときだけは全員がふたり部屋を余よ儀ぎなくされるものの、二年生以降は少々金額を上乗せさえすれば八はち畳じよう程度の部屋をひとりで使えるようになる。


　火の始末の問題でキッチンだけは付いていないが、一部屋に必ずユニット式ながらバス・トイレが付いているから、考えようによっては、食事付きのアパートでひとり暮らしをしているのと大差ないともいえるだろう。


「ひとり部屋なんだ」


　既に荷物が運び込まれていた部屋に入ると、和音は少し寂さびしげに呟つぶやいた。


「自分で希望したんじゃないのか？」


「弁護士さんが全部やってくれたから……」


「ああ、そうか」


　おっとりとした芸術家肌はだの和音の両親を思い出し、弁護士まかせもしょうがないかと納なつ得とくする。


「相部屋の相手が同級生でなくてもいいなら、たぶんいまからでも部屋の変へん更こうはできると思うが……。でもおまえはやめたほうがいいと思うぞ。本当なら寮生活もすすめないんだがな」


「どうして？」


　和音は不思議そうに首を傾かしげ、見上げるようにして文人をみる。


「どうしてって……」


　答えは簡単、男子校だからだ。


　文人が一年でこの寮を出た原因もそれだった。


　同室の相手は気心の知れた真だったから問題はなかったが、それ以外のことで酷ひどく気き疲づかれさせられた。


　寮の廊ろう下かを歩くたび部屋に遊びに来ないかという年上の寮りよう生せい達の誘さそいを丁てい重ちようにお断りし、窓から部屋を覗のぞこうとする奴を寝ねぼけたふりでつき落としたりもした。


　最終的に、洗せん濯たく物もの――しかも下着――を盗ぬすまれるにいたって、文人は寮を出る堅かたい決意をしたのだった。


（こいつは、どうしたってまずいだろうな）


　内面性はとりあえず置いとくとしても、その外見があまりにも綺麗過ぎて目立つ。


　この先、寮内でトラブルの元になるのは必至。


「まぁ、色々とな……」


　話をはぐらかした文人は、はじめての寮生活に戸と惑まどっている和音を促うながして、ふたりで荷物の整理をはじめることにした。


「ひとりが嫌いやなら、真に相部屋になってもらうか？」


「まこと？」


「ああ、会ったこと無かったか。――おふくろの部下の、小早川さんを覚えてるか？」


「ん～と、もしかして、いつもおみやげにミルフィーユを買ってきてくれたおじさん？」


「そう、彼の息子むすこ。いまじゃ俺の弟も同然なんだが、あいつだったら安心だし、頼たのめば嫌とはいわないと思うぞ」


「うん、考えとく。――でも、文人が寮に戻もどってきてくれるほうが嬉うれしいんだけどな」


　小さな声で和音がつけ加えた言葉を、文人は聞かなかったことにした。








　思っていたよりも和音の荷物は少なくて、あっという間に整理は終わった。


　真の部屋に和音をつれていって、案内の生活に不案内な和音の世話を頼む。


「じゃあ、また明日。学校でな」


　文人はそのまま寮をあとにしようとしたが、「待って」と玄げん関かん口ぐちで追いかけてきた和音に呼び止められた。


「どうした」


「あの、文人、あのさ……。今日だけでいいから、泊とまってってくれないかな？」


「ひとりだと不安か？」


「……うん」


　和音が文人のジャケットの袖そで口ぐちを摑つかんで、軽く引っ張る。


（臆おく病びようなところは、変わってないのか）


　我が儘ままで凶きよう暴ぼうで自分勝手なくせに、どこか臆病な甘ったれ。


　上うわ目め遣づかいにじいっとすがるようにみつめられて、文人の心臓の鼓こ動どうが少しばかり早くなる。


「さすがに、それはまずいだろうな」


　同校の生徒であれば寮内の宿しゆく泊はくは認められているのだが、それをやると必ずといっていいほどあらぬ噂うわさをたてられる羽目になる。


　真に一いつ緒しよに寝てくれるように頼んでやろうかと文人が提寮したら、和音はふるふると横に首を振ふった。


「迷めい惑わくだろうから、いい」


（これも、そのままか……）


　和音が甘えるのは気を許した相手にだけ。


　昔はそれが嬉しかったから、このはた迷惑な幼なじみの面めん倒どうをみていたのだが……。


（駄だ目めだ）


　一いつ瞬しゆん、和音にほだされそうになった自分を自覚して、文人は気を引き締しめた。


　ほだされて面倒をみてやっても、後足で砂をかけられる危険性は大。


　なんといっても、あの和音だし。


「大だい丈じよう夫ぶだ。寮内はいつでもそこそこ騒さわがしくて人の気配がある。だから寂しいってことはないと思うぞ」


「うん。……わかった」


　我が儘いってごめんねと、文人を見上げて和音がぎこちなく微ほほ笑えむ。


　その指先がジャケットの袖口から名な残ごり惜おしげに離れていくのを見守っていた文人は、我知らず「和音」と呼びかけていた。


「なに？」


「あ、他ほかになにか手伝えることあるか？　俺ができる範はん囲いでなら手を貸すが」


「じゃあさ、週末にここら辺を寮内してくれると嬉しいな」


　今朝着いてそのまま学校に来てしまったから、この近辺のことがいっさいわからないんだと和音がいう。


「買い物しようにも、どこにいったらいいのかもわかんないし……。あ、でも、先約があるなら諦あきらめるよ」


　昔だったら決していわないような気き遣づかいを気弱げにつけ加えた。


「大丈夫だ。問題ない」


　具体的なことは明日学校で、といい残して文人は和音に背中を向けた。


　と、同時に深いため息が零こぼれる。


（あれは、誰だれなんだろうな）


　共通の思い出を持っている以上、幼なじみの和音であることに間ま違ちがいはないのだが、あまりにも変わり過ぎだ。


　和音がもうちょっとおとなしかったらよかったのに……。


　子どもの頃ころは、ことあるごとにそんな風に考えていたが、実際に謙けん虚きよでしおらしい和音を目の前にしてもあまり楽しくはない。


　成長した和音は確かに綺き麗れいになってはいるか、それでも昔のようにハッと人目を惹ひく眩まぶしい生命力のようなものが失われたようにも思う。


（やっぱり猫ねこを被かぶってるのかもな）


　転校したての学校に、久しぶりの再会だから、警けい戒かいして様子を窺うかがっているだけかもしれない。


　二、三日も経たてば、元通りの和音に戻るかも……。


（とりあえずは油断しないようにしよう）


　迷惑は被こうむりたくないと思いつつ、昔の和音を懐なつかしがっている自分も確かにいる。


　複雑な自分自身の心模様に文人は困こん惑わくしていた。




３







　土曜日、文人は約束どおり和音をつれて街に出た。


　この一週間で、和音は順調に寮りよう生せい活かつやクラスメイト達にも慣れてきて、おどおどしたところが随ずい分ぶんとなくなった。


　だが、文人が知っていた子どもの頃の傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりは相変わらずなりを潜ひそめたままで、文人の心中は複雑なままだ。


「これでおしまい？」


「そう、これでおしまい」


　駅から続く商店街をふたりで一通りぶらっと歩き、店の案内をし終わると、長なが袖そでＴシャツの重ね着にカーゴパンツ、それにキャップと、ちょっとやんちゃっぽい出いで立ちの和音はキョトンとした。


「おおきなデパートとか、ファッションモールとかは？」


「徒歩圏けん内ないにはない。向こうの国道沿いに何軒けんかあるが、ファミリー向けだからあまり俺達の役には立たないな」


　文人は休日ということもあって前まえ髪がみを軽く上げて涼すずやかな目元を表に晒さらしていたが、それでもカラーコンタクトは着用済み。


　飾かざり気のないシャツとジーンズ姿なのだが、スタイルの良さが逆に際きわ立だってみえる。


「少し洒落しやれた服やグッズなんかが欲しいときは、みんな急行を使って県庁所在地までいってるようだな。贅ぜい沢たくさえいわなければ、必要なものはこの一帯で揃そろえることはできるんだが」


「すごい田舎いなか」


「おまえがそれをいうのか？」


　和音の家がある、文人も小学四年までいたあの小さな町は、ここよりずっと田舎だった。


　それを指し摘てきしたら、それもそうだねと和音は困ったように微笑む。


「どうせだから、観光寮内もしてやるよ」


　ふたりはちょうどいいタイミングで来たバスに乗り込んだ。


　着いた先は、この小さな街の中心にあたる場所にある城しろ跡あと。


　建物自体は残っていないのだが、豊かな水量を誇ほこる堀ほりに囲まれたその跡地には、小さな神社が建てられ、庭も整備されて公園の様相を呈ていしている。


　田舎で娯ご楽らくの少ない地元の人達が、四季折々の憩いこいを求めて訪おとずれる場所だ。


「残念ながら、この付近の見所はここだけなんだ」


　十月半ばとはいえ、雲ひとつない晴天で、強い日差しに汗あせばむほどだった。


　城の痕こん跡せきを残す堀を見下ろす小高い丘おかに登ると、文人は日差しを避さけ、大きな木の陰かげに入っている木製のベンチに腰こしを降ろした。


　商店街の案内に一時間もかからないことは最初から承知していた。


　せっかくの休日に外出するわけだし、慣れない環かん境きようで一週間を過ごした和音の気晴らしになればと思って、空いた時間に案内してやったのだが、ここに到とう着ちやくしてからの和音は一言も口をきかずにただ首を巡めぐらせて周囲を見み渡わたすばかり。


「しょぼくて、がっかりしたか？」


　和音にとっては退たい屈くつ過ぎる場所に案内してしまったかと後こう悔かいしながら声をかけたら、和音はふるふると横に首を振る。


「違ちがう。緑がいっぱいで気持ちいいよ。……ね、ここさ、昔一緒に夏祭りの夜店を見にいった神社に似てない？」


「向こうのほうが、しょぼかったと思うが」


「それはそうだけど……、雰ふん囲い気きの問題だよ。すごく懐なつかしい」


　文人にとっては悪夢とも呼べる記き憶おくだったのだが、和音にとっては逆だったらしい。


　連れてきてくれてありがとう、と、かつての和音だったら口が裂さけてもいわない殊しゆ勝しような言葉を、柔やわらかな笑えみと共にいわれて文人は苦く笑しようした。


「ここ、紅葉は？」


「ぼちぼち。あと一月ぐらいで中の公園にある大おお銀いち杏ようが見み頃ごろになるが、観光地ってレベルじゃないな。それに、ここは秋より春のほうが有名だから」


「春？　もしかして、ここの木って――」


「そう、堀に面している木は全部、桜だ」


　土ど手て際ぎわに植えられている桜は、堀に覆おおい被さるような感じで斜ななめに立っている。


　水量が豊かなおかけで澄すんでいるこの堀の水みな面もに、それらの桜の影かげが映り、また散った花びらが桜色の水面に絨じゆう毯たんのように浮うかぶさまは一見の価値があった。


「すごいね」


　頭上に枝を張る桜を見上げた和音は、枝葉の隙すき間まからこぼれ落ちる陽光に目を細めた。


「桜の季節にはうちの学校の生徒達も、ここに大挙して押し掛かける。――ボートでここの桜のアーチの下をくぐるのが流行はやりになってるんだ」


「文人はボート乗った？」


「俺の指定席はこのベンチ。幸喜や真が乗ってるのを眺ながめてただけだ」


「じゃあさ、来年の春になったら、俺と一いつ緒しよにボートに乗ろう」


「いや、俺は面めん倒どうだから遠えん慮りよする」


　軽く手を振ふって断ると、和音はあからさまにがっかりした顔をした。


「嫌いやなら仕方ないけど……。でも、もしも気が向いたら、俺に声かけてくれると嬉うれしいな」


『そういわずにつきあえよ、ケチ。どーしてもヤダっていうなら、おまえのベッドにヘビ入れてやっからな』


　遠慮がちな和音の声に被さるように、かつての悪あくたれ小こ僧ぞうだった和音の台詞せりふが、文人の脳のう裏りをよぎっていく。


　もういい加減、過去と比べるのはやめにして、ここにいる和音は、あの頃の和音とは別人なんだと割り切ったほうがいいのかもしれない。


「心に留めておく」


　文人は、眩しい午後の日差しに眼めを伏ふせた。








　ひとしきり公園内を歩いてから、もう一度商店街に戻もどって、和音の足りない日用品を買い足した。


「ここからなら、もうひとりで帰れるだろう」


　学園近くの停留所でバスから降り、文人がそう聞くと、和音は途と端たんに寂さびしそうに顔をくもらせた。


「もう少しだけ一緒にいて欲しいんだけど……。駄だ目めかな？」


「寮に帰りたくないのか。なにかトラブルでも？」


「ないよ、全然ない」


　和音は慌あわててフルフルと首を振る。


「真も他ほかのみんなもすごく親切にしてくれるし、快適だよ。――ただ、俺が、文人と一緒にいたいだけなんだけど」


　駄目？　と小首を傾かしげて見上げてくる和音。


　その不安げな表情に、文人はいま眼の前にいる和音に対して、はじめて軽い失望を感じた。


　子どもの頃ころは、もう少し他人の気持ちに敏びん感かんになってくれと願っていたが、こんな風に人の顔色を窺うかがうような卑ひ屈くつさを身につけて欲しかったわけじゃない。


（いや、俺のほうが自分勝手なのか）


　昔の悪たれだった和音を悪夢扱あつかいした挙げ句、人並みにおとなしくなったいまの和音には失望を覚えているのだから……。


「じゃあうちに寄ってくか？　寮の豪ごう華かな食事より少々劣おとるが、夕食ぐらいなら食べさせてやれるぞ」


　軽い罪悪感からそう告げると、和音は顔を輝かがやかせた。














「え、最上階がぜんぶ文人の家？」


「正確にはおふくろのものだ」


「じゃあ、おばさまも一緒に暮らしてるの？」


「普ふ段だんは海外飛び歩いてるし、都心に本宅があるから、こっちには滅めつ多たにこないな」


　学園から徒歩十分の場所にある八階建てのマンションの最上階、そのワンフロアすべてが鳴瀬家の所有物だった。


　だから、エレベーターも、暗証番号を入力しないと八階までは上がらないシステムになっている。


　八階でエレベーターを降りると、母親の趣しゆ味みで深しん紅くの絨毯が敷しきつめられたエントランスホールになっていて、鉄板が中に仕込まれたオーク材の重厚な玄げん関かんドアには、普ふ通つうの鍵かぎの他に電子ロックが二つ上下に取り付けられ、さらに防犯会社が取り付けていったセンサーシステムも完備してあった。


「すごく警けい戒かい厳重」


「必要に応じてのものだ。――あんまりおどろかないでくれよな」


　玄関のドアを開けると、センサーが反応して灯あかりがともる。


「すごっ……」


　絶句した和音が、前後左右、キョロキョロと室内を眺めながら後ろから着いてくる。


「ほんとに文人、ここに住んでるの？」


　普通の２ＬＤＫのマンションがすっぽり入ってしまいそうな勢いの、だだっ広い居間に案内してソファーに座らせると、和音が目を丸くしたままで聞いてくる。


「昔の家も派手だったけど、いくらなんでも、これじゃあんまり……」


「いうな、わかってる。――断っとくが、これは俺の趣味じゃないからな」


　鏡と金色の建具が多用された室内を明るく照らし出すのは、キラキラと無意味に輝くカットガラスを多用した豪華なシャンデリア。


　しかも部屋の広さが並じゃないから、違うデザインのシャンデリアがごちゃごちゃと五つもぶら下がっている。


　そんな部屋のあちこちに、天使やら中世の貴婦人やらが描えがかれた西洋アンティークの彫ちよう刻こくや絵圃が、年代も宗派も無視した状態で無造作に飾かざられていて、複数ある古風な飾り棚だなの中には、きらびやかな輝きを放つベネチアングラスや陶とう磁じ器きなどが、やはり無造作に並べられている。


「うん。これって、おばさまの趣味だよね。でも、いくらなんでも飾り過ぎじゃない。昔はもっとセンス良かったと思うんだけど……」


　ご意見ごもっともだと文人も思う。


　こういった年代物のアンティークや芸術品のたぐいは、ごちゃごちゃ飾り立てたところで下品なだけだ。


　が、しかし。


「これは飾ってるんじゃない。保管してあるんだ」


「は？」


「だから、ここはおふくろのコレクションの保管場所なんだよ。店用とは別に、自分用に競せり落とした品をここに保管しといて、少しずつ自分が暮らしてる本宅のコレクションと入れ替かえしてるんだ」


　ちなみにいま和音が座っているソファーも、デンマークの有名な家具職人が手がけた一点物のセットで、オークションで競り勝って手に入れたものだった。


　こんな風にこの家の中は、さっぱりはっきりした気き性しようのわりに、少女趣味できらきらしたものが大好きな文人の母親が、金にものをいわせて買いあさった品物に埋うめ尽つくされていて、模様替えをすることさえできない有様なのだ。


「……物置で暮らすより、寮りようのほうが快適じゃない？」


「いや、ここのほうが静かでいいさ。自分の部屋だけは、おふくろの侵しん入にゆうを阻そ止ししてるしな」


　少し待ってろといい置いて、文人は奥に向かった。


　洗面所でカラーコンタクトを外してから、紅茶を淹いれて居間に戻る。


　和音は、鼻がくっつきそうなぐらいに顔を近づけて、壁かべに掛かかった絵をみていた。


「気に入ったのか？」


　ルネサンス期によくあるギリシャ神話をモチーフにした五号の小さな絵。


「ううん、芸術鑑かん賞しようしてただけ……。――そのカップもアンティーク？」


「いや、普段使いの食器は現代物。おふくろの趣味だから少々華か美びだがな」


　紅茶を注ついだカップをテーブルに置く。


「ありがと。――コンタクト外した？」


「ああ、体質に合わないみたいで、いまだに慣れなくてゴロゴロして気になるんだ」


「だったらやめればいいのに……。そんなに綺き麗れいな緑の瞳ひとみ、隠かくしてるなんて勿もつ体たいないよ」


（勿体ない、ねぇ）


『文人ばっかり、ずるい』


　かつて和音はそういって大暴れしたことがあった。


　緑の瞳を羨うらやましがって、自分も緑色にしてと母親にしつこく訴うつたえてもいた。


　文人は、ふとそんな昔の情景を思い出す。


　同時に、あの頃の自分が、自分の瞳の色より和音の薄うす茶ちやの瞳のほうがずっと綺麗だと思っていたことなんかも思い出してしまう。


（いまは、さほどでもないな）


　大きく見開かれ、好こう奇き心しんから落ち着きなくキョロキョロとしていた幼い日の和音の琥こ珀はく色の瞳は、いつも周囲の光を受けてきらきらしていた。


　だが、いまの和音の目は、不安げに揺ゆらぐことはあっても、あの頃のようにいきいきとした光を放たない。


　残念だと思う。


「コンタクトをやめる気はない。あまり目立ちたくないし」


「え、でも、充じゆう分ぶんに目立ってたと思うけど？」


　和音はキョトンとした。


「転校初日の日、教室人って一番最初に目に入ったの文人だもん。文人、背が高いし身体からだのバランス自体が日本人離ばなれしてるから、いるだけで目立っちゃうんだよ。――ついでに、その真っ黒に染めたボサボサの髪かみも、いまどきにしてはあんまり黒過ぎて珍めずらしいし……」


　それに関しては悪目立ちっていうか、と和音は遠えん慮りよがちにつけ加えた。


「ほっとけ」


　薄々気がついていたことをずけずけと指し摘てきされて、文人は気まずく前まえ髪がみに触ふれる。


「――それより、夕飯なにが食べたい？　今日は軽く、サーモンとアンチョビのパスタとサラダ程度を作るつもりだったんだが……」


「作るって、文人が？」


「ああ」


「家政婦さん雇やとってないの？」


「以前は居たが、色々と問題があってな。雇わないことにした」


　この家にある母親のアンティークコレクションは、総額で経く億を超こえている。


　片手でもてる壺つぼや陶とう器きの人形が、何百万もする品だと教えられると、家政姉達はみなおどろき、萎い縮しゆくし、惑まどってしまうのだ。


　雇こ用よう主ぬしの目の届かない時間帯を狙ねらって小品をバックに押し込んだ者がいれば、掃そう除じの際にうっかり高価なグラスを割って蒼そう白はくになった者もいる。


　犯罪者を次々に輩はい出しゆつするのは本意ではないし、母親よりも年ねん輩ぱいの女性に土下座されるのも非常に嫌いやな気分だった。


　だから、文人は仕方なく、すべてを自力でやることにしたのだ。


「年に二度、専門の業者を雇ってアンティークの手入れや大おお掃そう除じはして心らってるがな」


「すごい。文人って、昔からなんでもできたもんね。――あ、じゃあ俺もなんか手伝うよ」


「おまえが？」


　和音の家も、常時家政婦がいるような経済的に恵めぐまれた環かん境きようだったのだが。


「手伝いしたことあるか？」


「ないけど……。でも、いまは寮で自分のカップを洗ったりはしてるし、大だい丈じよう夫ぶだよ」


　カップを洗った程度で大丈夫といわれても信用できない。


　怪け我がされちゃ困ると、文人は和音の申し出を丁てい重ちように断った。


「そうだ。俺がいない間退たい屈くつだろうからピアノでも弾ひくか？　そこの扉とびらを出て左側の三番目の部屋に、おふくろのコレクションのアンティークピアノが一台ある。防音設備も整ってるし、調律もしてあるから、すぐに弾けるぞ」


　キッチンに向かう際にふと思いついて誘さそったら、和音は「いい」と横に首を振ふった。


「もう興味ないし……。ここで芸術鑑賞してるから」


「そうか」


　文人は、失望が口調ににじむのを止められなかった。








　和音の両親は演奏家だった。


　父親は。バイオリニストで、母親はピアニスト。


　年に数度、熱ねつ烈れつに請こわれて海外リサイタルを開くほどに国際的に高い評価を受けていたふたり。


　そのふたりの血を受け継つぎ、上質の音楽に溢あふれた家庭で育った和音も、幼い頃ころから突とつ出しゆつした才能をみせていた。


　小学校に上がる前から、一度曲を聴きかせただけで楽がく譜ふもみずに軽々とピアノで奏かなでることもできた。


　コンクールには出場することはなかったが、和音の天性の音楽的才能は両親の周囲にいる音楽関係者も認めるところだった。


　だが、いかんせん幼い頃の和音は本能に忠実過ぎた。


　母親に手ほどきされて弾くようになったピアノは、和音にとっては楽しい音を出す玩具おもちやでしかなく、その音色はいつでもどんなときでも楽しげに弾はずんでいる。


　レクイエムだろうが子こ守もり歌うただろうがいっさいお構いなしで、なにやら心が浮うき立つような明るい調べを奏でてしまうのだ。


　和音の性格上、正当派の音楽を強制的に教え込んでも反発するのは明らかだったから、両親は和音が大人になるのを待つことにした。


　和音がものの道理や情じよう緒ちよを理解できるようになれば、その音色も自然に変わっていくだろうと考えたのだ。


　そのときがくるまで、演奏家としての道を強要することなく、ただ普ふ通つうの子どもと同じように伸のび伸びと生活させたいと願った和音の両親は、和音に専門的な教育を施ほどこしたいと願っていた音楽関係の知人から離はなれるために、避ひ暑しよ用の別べつ荘そうがあった山やま間あいの町へと引っ越こした。


　そして、文人もまた、母親同士が親友だったせいもあり、ほぼ同時に水瀬家の隣りん家かへと引っ越したのだ。


　それからの文人の生活は、常に和音と共にあった。


　日中は和音が悪さをしないようにとその動向に目を光らせ、夜は隣家から流れてくる和音のピアノの音色に聞きほれる。


　両親が演奏旅行に出で掛かけると、和音はいつも鳴瀬家に居い候そうろうしていたから、そんなときは家の中にピアノの音が響ひびいていた。


　あの頃の文人は、大人達の微び苦く笑しようをさそう、奔ほん放ぽうで楽しげな和音のピアノの音が大好きだった。


　毎日が楽しくてたまらないと、きらきら光って跳はねる和音のピアノの音を、飽あきもせず聞いていた懐なつかしいあの日々。


　自分の才能に無む頓とん着ちやくで乱暴者の和音が、大切な指に怪我をしないようにと、ずっと気を張って注意をして……。


（興味ない……か）


　別人のように性格が変わってしまったいまの和音では、あの頃のような楽しげな音は奏でられないだろう。


　だとしたら、むしろ平へい凡ぼんなピアノの音を聞かされて、失望させられなかったことに感謝すべきなのかもしれない。


（おじさん達は、いまなにしてるんだろう）


　息子の才能の方向を無理に決めようとはせず、ただ伸び伸びと育てていた、少々浮うき世よ離ばなれした芸術家肌はだの夫ふう婦ふ。


　海外での評価は高くても、あの頃から国内での活動は無む償しようの地味なボランティア活動ばかりだったから、国内のメディアで名前を聞くことはない。


　彼らのことだから、いまの和音の状態を知っていても、それなりに理由があって好きにさせているんだろうとは思うのだが……。


「――死んだよ」


　気になって、夕食の席で聞いたら、和音がポツンとそう答えた。


「いつ？」


「俺が六年になったばかりの頃。海外の演奏先で崖がけ崩くずれに巻き込まれたんだって」


　まるで人ごとのような口調で、その表情は硬かたい。


「そんなニュース、聞かなかったが」


　国内での活動が少ないとはいえ、ふたりは日本が誇ほこる演奏家だったのだ。


　そんな事故があったのなら、それなりに話題になって当然なのに、いままで全然知らなかったとは……。


「リサイタル関係者には内ない緒しよで遠出してたんだって。だからレンタカーも偽ぎ名めいで、しかも崖崩れに巻き込まれて遺体を掘ほり出されるときに、荷物をごっそり盗ぬすまれちゃったらしくてパスポートも見当たらなかったって。……だから身元確かく認にんに一年近く時間がかかっちゃったんだ。たぶん、そのせいでニュースになりそこねたんじゃないかな」


「そうか」


（おふくろは知ってたのかな）


　あのふたりが死んだと聞かされても、どうにも実感が湧わかない。


「じゃあ、おまえはどうしてたんだ？」


「どうしてたって？」


「あの家で暮らしてたのか？」


「まさか。――叔父おじさん……母さんの弟夫婦の家に引き取られたよ」


「いままで、ずっと？」


「うん」


「そうか」


（それでか……）


　文人はやっと和音の変化の原因がわかったような気がした。


　盲もう目もく的に愛し受け入れてくれる両親を失って親しん戚せきの家に引き取られた和音は、それまでのように自由気ままに振る舞まうことができなくなったんだろう。


　そんな周囲の環境が和音を変えたのだ。


「遅おそ過ぎるかもしれないが、今度の長期休みにでも墓参りにいかせてもらっていいか？」


「うん。――ふたりとも喜ぶと思う」


　和音はやっぱり人ごとのような乾かわいた口調と表情で答えた。


　完成したときはいままでで一番美味うまくできたと思ったパスタが、急に味気なく感じられる。


　重い空気に急せかされるように、文人は黙もく々もくと食事を続けた。








　文人が食事の後片づけを終えて時計をみると、八時三十分を過ぎていた。


「和音、そろそろ寮りように戻もどらないと門限に遅おくれるぞ」


　居間でテレビをみていた和音を急かしたのだが、和音は逆にソファーの上で膝ひざを抱かかえた。


「……もうちょっとここにいたい」


「もうちょっとって……。いま出ないと門限に遅れるだろうが」


「そうなんだけど……。でも、あの……一晩だけ泊とめてくれないかな？」


　駄だ目め？　と不安そうな瞳ひとみが訴うつたえてくる。


　すがるようなその視線に、なぜか文人苛いら立だった。


　深く息を吐はき、ソファーの前に立つ。


「寮でやっぱりなにかあったんじゃないのか？」


「ない。ないけど……。ただ、部屋でひとりになるのが嫌いやなんだ」


「だったら、真に頼たのんでやるから」


　携けい帯たいを取り出した文人の手を、和音が摑つかんで止める。


「それじゃ嫌なんだって、俺は文人の側そばがいいんだってば」


　だだっ子のような口調に、かつての和音の面おも影かげが重なった。


（俺は、これに弱かったんだよな）


　我が儘ままで凶きよう暴ぼうで自分勝手なくせに、どこか臆おく病びようだった和音。


　彼は甘える相手を選んでいた。


　一番目は両親で、二番目は文人。


　どんな迷めい惑わくを被こうむっても和音と一いつ緒しよに居ることが辞められなかったのは、そんな風に特別な存在だと思われて甘えられるのが嬉うれしかったからだ。


　どんなに我が儘をいって困らせられても、最終的にはぺたっと懐なついて頼たよって来る和音を可愛かわいいと感じていた。


　同時に、和音に頼られるだけの能力を自分が持っていることも誇らしかった。


　気き恥はずかしさもあって、いままで認めずにいたのだが、あれがたぶん初はつ恋こいというものだったんだろう。


　だが……。


（これは、俺の和音じゃない）


　和音が変わってしまったのは、周囲の環かん境きようのせいで和音のせいじゃない。


　それがわかっていても、文人はいま眼めの前にいるどこか卑ひ屈くつな眼をした和音に対し、こんな奴やつじゃなかったのにと苛立ちを感じてしまう。


（俺のあの和音は、おじさん達と一緒に死んだんだ）


　それがわかってしまったいま、眼の前の和音に、これ以上手を差し伸のべる気にはなれない。


「駄目だ。諦あきらめて帰れ」


　文人は和音の手を払はらいのけた。


「どうしても？」


「ああ、どうしても……。――それに、おまえが俺と外出することになってたこと、みんな知ってるんじゃないのか？」


「たぶん知ってると思うけど……」


「だったらなおさら駄目だ。おまえがここに泊まったりしたら、明日からなにいわれるかわかったもんじゃないからな」


「いわれるって？」


「……うちは男子校だよな？」


　言外の意味を匂におわせると、和音は「ああ、そういうこと……」とすぐに納なつ得とくした。


「それでも……別にいいけど」


「おまえはよくても俺は嫌だな。身に覚えのないことでヒソヒソやられるのは不ふ愉ゆ快かいだし」


　実際、鈴掛がらみの噂うわさ話ばなしだけで、もうげっぷが出そうな心境なのだ。


「……じゃ、身に覚えのあることだったら？」


「なに？」


「俺、文人の側にいる為ためだったら、なんでもやるよ」


「おまえ、意味わかっていってんのか？」


　いわれた言葉に文人が戸と惑まどって問い返すと、和音は深くうなずいた。


「もう子どもじゃないんだし、ちゃんとわかってる。――文人ならいいよ」


　振ふり払ったはずの指が、いつの間にか再び腕うでに食い込んでいた。


「文人が望むんならピアノだって弾ひいてもいいし、ほんとにどんなことでもやるから……」


　だからお願い、と、すがるようにみつめられて、文人は酷ひどく苛ついた。


（最低だな）


　無条件に愛してくれていた両親を失って、和音は以前より寂さびしがり屋になったのだろう。


　慣れない場所で過ごす寂しさを、一番幸せだっただろう時代を共有した幼なじみの側にいることで埋うめたいと思う気持ちもわからなくはない。


　だが、だからといって、その代だい償しように自分自身を投げ出すなど不愉快だとしか思えない。


　文人の知っている和音は、確かに目的の為なら手段を選ばない自分勝手な子どもだったが、プライドだけは誰だれよりも高かった。


　お願いなんかをするより、威い張ばって命令して、駄目なときは実力行使とばかりに大暴れするほうを選んでいた。


（これじゃ、あんまりだ）


　いま、ここにいる和音のあまりの卑屈さに、文人は呆あきれ、苛立った。


　目の前の和音の存在が、子どもの頃ころの生き生きと輝かがやいていた幼い日の和音の記き憶おくまでをも汚けがしていく。


　この現実こそが、文人にとっては本当の悪夢だった。


（そっちが、その気なら……）


「もういい。わかった。――来いよ」


　腕を摑んで和音をソファーから立たせると、自分の部屋に和音を連れていった。


　他の部屋のあまりの華か美びさに辟へき易えきしていたせいで、完全にモノトーンで統一された部屋。


「高校に入学してからは不自由してたからな。ちょうどいい」


　文人はベッドに腰こしを降ろし、入り口のところで突つっ立っている和音を冷ややかに眺ながめる。


　中学までは、学業そっちのけで、商用で海外を飛び回る母親に連れまわされてばかりいた。


　その頃に出会った大人達のなかには、文人の銀の髪かみに緑の瞳、ノーブルな美び貌ぼうに興味を惹ひかれる人も多く、その頃の文人は好こう奇き心しんもあってその手の誘さそいを拒こばまなかった。


　もちろん、お稚ち児ごさん扱あつかいは真っ平だったから、相手の性別年ねん齢れいはそれなりに選んでいたが……。


　高校に入学してからは、その手の遊びはやめた。


　相手が同年代の子どもである以上、大人相手のように割り切った関係を求めるのは難しいだろうと思ったからだ。


　校内でゴタゴタするようなみっともない真ま似ねはごめんだった。


（でも、こいつなら平気だろうな）


　いまの和音なら、条件次し第だいでいくらでもコントロールすることができる。


　余計な思い入れを抜ぬきにして打算的に考えれば、和音ぐらいに綺き麗れいな相手を好きにできる機会なんてそうそうないだろう。


　据すえ膳ぜんとはいえ、いくらなんでも自分らしくないことをしている自覚はあるが、やめる気にもなれなかった。


　自じ嘲ちよう気味に微ほほ笑えんで、文人は和音に手を差し伸べる。


「突っ立ってないで来いよ。なんでもしてくれるんだろう？」


「あ……でも……」


「なに？　怖おじ気づいたか」


　やっぱりこんなのは嫌だといってくれるんじゃないかと一いつ瞬しゆん期待したが、和音は「シャワーぐらい……」と恥はずかしそうに呟つぶやく。


「出て右の突き当たり」


「――すぐ戻るから」


　軽い足音が遠ざかる。


「……諦めろって」


　期待したところで、あの頃の和音はもう戻もどってこない。


　文人はそのままばったりとベッドに倒たおれ込んだ。








　和音は言葉どおりすぐに戻ってきた。


「もういいよ」


　文人のバスローブを勝手に着てきた和音は、迷いもなくベッドの上に乗ると寝ね転ころがる文人の顔を覗のぞき込むように首を傾かしげる。


　和音の髪からぽたぽたっと水すい滴てきが零こぼれ、文人の頰ほおを濡ぬらした。


「ちゃんと拭ふいてこい」


　文人は起きあがると、和音のバスローブの後ろ襟えりを強ごう引いんに頭の上まで引き上げる。


　ごしごしと乱暴に髪を拭くと、和音は黙だまったままで眼をつぶった。


（されるがままだな）


　いったん収まっていた苛いら々いらがまた再燃する。


　乱暴に突き倒して深く唇くちびるを合わせ、痛いぐらいに舌を絡からめ取る。


「……ッ……ふぅ……」


　和音は酷く不慣れな感じだった。


　それでも、一いつ生しよう懸けん命めいに応じようとしているのがわかる。


　わかるからこそ、余計に苛立ちが募つのった。


　バスローブの合わせから手を差し入れ、いきなりギュッと握にぎり込むと、ビックリしたように和音の舌が逃にげていく。


「や……まって……」


「怖こわくなった？」


「そうじゃ……、――あっ」


　握ったモノに軽い刺し激げきを与あたえただけで、和音の身体からだがピクッと反応する。


　条件反射で閉じようとする足を膝ひざでこじ開け、さらに刺激をくわえると、和音は文人にしがみついてきた。


「……あ……んん……っ……」


　手の中のモノが勢いを増していく。


　和音は切なそうに文人の肩かたに額を押しつけると、文人の指に翻ほん弄ろうされるまま、甘い声を上げながら身を震ふるわせた。


（間ま違ちがいない。こいつ、はじめてだ）


　男との経験がないどころじゃなく、たぶんキスすらろくにしたことがない。


　それなのに、ただ一いつ緒しよに居たいからという理由だけで身体を投げ出すなんて……。


（馬ば鹿かじゃないのか）


　どうしてそんなに簡単に自分の価値を落としてしまうのか。


　文人は腕の中で高まっていく和音を、冷ややかな気分でみつめた。


　柔やわらかな薄うす茶ちやの髪に縁ふち取どられた、繊せん細さいな造りの綺麗な顔。


　光をはじく長いまつげ、ふっくらと柔らかそうな誘さそうように赤い唇。


　華きや奢しやな細い首筋に、すんなりと健康そうに伸のびたしなやかな肢し体たい。


　はりのある、なめらかな象ぞう牙げ色の肌はだ。


　こんなに綺麗な生き物にすり寄られて、拒める人間はそうそういないだろう。


　いまは自分と一緒にいたいといっているが、いずれ学園から離はなれて環かん境きようが変われば、寂しさを埋める対象も変わっていくかもしれない。


　寂しいからと、自分以外の誰かに対して、簡単に身体を投げ出す和音の姿を文人は容易に想像できた。


　それは、酷ひどく、不ふ愉ゆ快かいだった。


「……っ――あっ」


　腕の中で大きく身を震わせて、簡単に和音は達した。


　警けい戒かい心しん無く身を委ゆだねる和音の態度に、文人の中で暗い感情がふつふつと湧わいてくる。


　和音が、二度とこんな馬鹿な真ま似ねができないようにしてやろう。


　熱いほとばしりを手に受けながら文人は思う。


　甘い喜びより、苦痛のみが記憶に残るよう。


　酷い痛みの記憶で、この先誰だれかに触ふれられることを恐おそれるように……。


　熱い息を吐はきぼんやりしている和音を、強引にうつぶせにして、手の平に受けたぬめりを後ろに塗ぬり込める。


「男相手のときはここをつかうって知ってたか？」


「……え？　な……に、あっ、ひぁっ――！」


　指を一本強引にねじ込むと、和音は悲鳴を上げた。


　それに構わず指を増やし、むりやり中をえぐるようにかき回してやる。


「やっ…………いた…い」


　抵てい抗こうされるかと思ったのに、和音は痛がって悲鳴をあげはしても、逃げようとするそぶりをみせない。


「なにをしてもいいっていったのはおまえだからな。ありがたくつかわせてもらうよ」


　指を引き抜くと、腰を引き寄せ、背後から一気に自身を和音の中にねじり込んだ。


「ぅくっ――――」


　ろくな準備もないまま、はじめて男を受け入れた和音が、喉のどの奥でひきつるような悲鳴を上げる。


　目眩めまいがするほどの狭せまさに、文人もまた苦痛を感じていた。


　それでも、暗い衝しよう動どうに突つき動かされるまま、構わずにそのまま動かし強引にえぐる。


「……ふっ……ん……う……」


　えぐるたび、和音は嗚咽おえつにも似た息を吐く。


　いま和音はどんな顔をしているのかと、文人は強引に和音の顎あごを摑つかんでねじ曲げ、自分のほうを向かせた。


「……っん」


　きっと怯おびえているだろうと思っていた文人の予想は外れた。


　痛みゆえの涙なみだで潤うるんだ和音の瞳ひとみは、どうしたの？　と問いかけるかのように不思議そうな表情をたたえて、まっすぐに文人をみつめ返している。


「……あ」


　涙で潤んだ琥こ珀はく色の瞳は、光を反射して子どもの頃ころと同じ輝かがやきを湛たたえていた。


　その懐なつかしい色に、文人の頭は冷えた。


（――俺は、なにをして……）


　暗い衝動が一気に消えていく。


「っ……、大だい丈じよう夫ぶか？」


　引き抜ぬいて、抱だき寄せる。


　馬鹿な真似をしようとして突っ走る和音を引き留めるのは、音から自分の役目だったはずだ。


　それなのに怒いかりに捕とらわれて我を忘れ、汚けがしたくなかったはずの思い出を、自ら踏ふみにじるような真似をするなんて……。


「……ごめん」


　和音の目め尻じりからこぼれる涙を親指で拭ぬぐうと、和音はさらに不思議そうに首を傾げた。


「ど……してやめるの？　俺ならへーきなのに」


　俺が頑がん丈じようなの知ってるだろ？　と和音が微かすかに微ほほ笑えむ。


「……おまえ、本当に……」


　馬鹿だな、という言葉を文人は飲み込んだ。


　はじめての経験だったから、自分が不当に手て酷ひどい扱あつかいを受けていることに気づけないだけなのか、それとも文人を信しん頼らいしているがゆえに、いまのがただの暴力だったことに気づいていないのか……。


　完敗だった。


「いいよ、続けても」


　和音が、自分から唇くちびるを寄せてくる。


　ここでやめたら、それこそ嫌いやな記き憶おくだけが残ってしまうことになる。


「……そうだな」


　もう一度、最初からやりなおそう。


　今度は傷つけないように、宝物のように優やさしく扱おうと決めて、文人はキスを待つ唇に唇を重ねた。


　ふっくらとした和音の唇の感かん触しよくを舌先で唇で楽しみながら、痛みに強こわばっている身体からだをほぐすように和音の身体にそっと触れる。


「……やっ……くすぐったい」


　光を弾はじいて白く光るなめらかな肌に唇で触れ、軽く赤い跡あとを残すと、和音はくすぐったがってクスクス笑いながら逃げるように身をよじる。


　一度達したせいだろうか。無む邪じや気きな笑い声に、微かすかな甘さが忍しのび込むようになるまでに、さほど時間はかからなかった。


　愛されることを知らなかった肌が、愛あい撫ぶされることの心地ここち良さを徐じよ々じよに知って、淡あわく上気していく。


「ん……ふ……」


「和音、気持ちいいか？」


「ん。――もっと……撫なでて」


　和音はとろんとした表情で、愛撫をせがんで絡からみついてくる。


「わかった」


　請こわれるまま、文人は和音に触れた。





　ただただ心地良い感覚だけを与あたえるように、時間をかけて和音の身体を開いていく。


　甘い喜びにとろけていく身体に、文人もまた夢中になった。





　遊びの相手と純じゆん粋すいに快楽だけを追求し、互たがいに貪むさぼりあうようにして身体を重ねたことは何度もあったが、こんな風に相手を喜ばせるためだけに時間を費ついややしたことなんてなかった。


　腕うでの中で素す直なおに高まっていく和音がひどく愛いとおしく感じられる。





　それは、甘く幸せな夜だった。




４







　翌朝、文人は腕に触れる柔やわらかな感触に目覚めた。


　傍かたわらでは文人のパジャマの上だけを着た和音が、腕に頭をくっつけて身体を丸めて眠ねむっている。


（猫ねこみたいだ）


　昨夜も、撫でるたびに気持ちよさげに甘い声で鳴いていた。


（昔にこだわってもしょうがないか）


　文人は柔らかな茶色の髪かみをいじりながらそう思う。


　少しばかり卑ひ屈くつ過ぎる態度が気になるが、それも時間をかけて甘やかしてやればいずれは消えるだろう。


　昔ほどの輝きは持っていなくとも、それでもこの和音も、和音であることに違ちがいはないのだし……。


「……ん……」


　髪に触れる感触が目覚めを促うながしたのか、和音はぼんやりと目を開けた。


「おはよう」


　声をかけると、薄うす目めのまま不思議そうにみつめ返してきて、首を傾かしげる。


　何度か瞬まばたきして、眼をこすると、やっとぱっちりと琥珀色の瞳を開けた。


「ここがどこかわかるか？」


「うん」


　和音は上半身を起こすと、んーっと伸のびをする。


「文人」


「なに？」


「俺、腹へった」


　小首を傾げた和音が、ぶっきらぼうな口調でいった。


「……なんだって？」


　和音のその物言いに、もの凄すごい違い和わ感かんを感じて、文人は混乱しながら起きあがった。


「文人、耳遠くなった？」


　和音の唇が不満そうにかるく尖とがる。


「腹へったから、なんか食うもの出せっていってんだよ」


　文人の耳に唇を寄せた和音が、さっきより大きな声でいう。


「…………わかった」


（おいおい、どうなってるんだ）


　あまりの豹ひよう変へんぶりに、呆ぼう然ぜんとしてしまって状じよう況きようが把は握あくできない。


　だが、ここで露ろ骨こつにうろたえるのもみっともないし、とりあえずはいったん撤てつ退たいして、冷静になって現状把握をするのが得策だろう。


　そう判断した文人は、そそくさとベッドを降りた。


「用意しとこう。おまえは、その間にシャワーつかったほうがいいな」


「うん」


　元気に返事をして、和音はパッと毛布をはいで立ち上がろうとした。


　が、床ゆかに足をつけた途と端たん、がくっと膝ひざが折れ、そのまま床にこける。


「いって～っ」


「大丈夫か？」


　部屋から出かかっていた文人は、派手な音に慌あわてて駆かけ寄ると、和音を抱き上げてベッドに座らせる。


「すんげーいてぇよ。文人が悪いんだぞ。俺、はじめてだってのに、がっつんがっつん突つっ込むから」


「…………すまん」


　むうっと下した唇くちびるを突き出した和音は、もう一度布ふ団とんの中に潜もぐり込もうとでも思ったのか、ベッドの上にぐしゃっと放ほうり出されていた毛布を引っ張る。


　その拍ひよう子しに、シーツに残る昨夜の血けつ痕こんが視界に入った。


「うわ、なにこれ。血まみれじゃん。信じらんねー。道理で痛いわけだよ。文人、ちんちんでかすぎっ」


　まさに処女喪そう失しつ～と、和音はマジマジと血痕を観察している。


「…………悪かったよ」


　いたたまれずに文人が呟つぶやくと、顔を上げてニコッと笑う。


「気にすんなって。最初は痛かったけど、最後はすんげー気持ちよかったからさ」


「…………そうか。で、ひとりでバスルームまでいけるか？」


「さっきはいきなりだったからこけたけど、たぶん平気。っていうか、文人もシャワー浴びたほうがいいんじゃねーの？　これじゃあ、おまえも血まみれになってんだろ」


「俺は昨夜のうちにつかったから。……どうせだったら、湯を張ってゆっくりしてこい」


「うん、そーする」


　部屋を出た文人は、ドアにもたれ意味不明の呻うめき声を零こぼしながら、片手で額をおさえた。


「どうなってるんだ、あれ。――昔の和音のままじゃないか」


　生意気そうな口調に、ころころとよく変わる気分と表情。


　ろくに考えるまでもなく、文人の脳のう裏りに『騙だまされた』という答えがポポンっと浮うかんだ。


　一体全体、どうしてわざわざ自分相手に猫を被かぶっていたのか。


　昔から、たまに和音は文人には理解不能な行動を取ることがあったが、ここまで予測不能な真ま似ねをやらかされたのははじめてだ。


（一週間も、よく猫を被り続けられたもんだ）


　昔の和音は、噓うそが一時間ぐらいしかもたなかった。


　子どもの頃ころはみえみえに単純な悪さしか働けなかったのが、成長したおかげでずる賢がしこさに磨みがきがかかったのかもしれない。


（真意を問いたださないとな）


　文人の唇くちびるには、無意識のうちに微び苦く笑しようが浮かんでいた。








　お風ふ呂ろでさっぱりしたあと、文人に借りたパジャマを着こんだままダイニングのテーブルについた和音は、牛乳は嫌きらいだ、ジュースを飲ませろとひとしきり暴れた。


「で、なんで、猫なんか被ってたんだ？」


　仕方なくオレンジを搾しぼってやりながら、文人は聞いてみた。


「ねこ？　なに、それ」


　が、和音はキョトンとしている。


「この一週間のおとなしさは猫っかぶりの結果じゃないのか？　見事に騙されたよ」


「やだな、違ちがうって。良い子にしてただけじゃん。――音、もうちょっと良い子にしてくれって、文人何回もいってたろ？　だからさ」


　猫かぶりと、良い子の差が、どうにも文人には理解できない。


　だが、もっと気にかかることがある。


「じゃあなんでわざわざそういう真似をしなきゃならなかったんだ？　おじさん達が死んだなんて、あれもどうせ噓なんだろ」


「噓じゃねーよ。ホントだって。そのせいで俺、ついこの間まで叔父おじさんちで小さくなってたんだもん」


「……疑って悪かった。――ほら」


　昨夜の残りのサーモンで作ったサンドイッチを口いっぱいに頰ほお張ばる和音に、作りたてのオレンジジュースを手て渡わたす。


「ん」


　余よ程ほどお腹なかが空すいていたのか、和音は夢中になって用意した朝食を平らげていく。


　テーブルの向かい側に座り、コーヒーをすすりながら和音の食事が終わるのを待っていた文人が、頃合いをみはからってもう一度同じことを聞いたら、和音は「だって、そのほうが文人は嬉うれしいんだろ？」と答えた。


「意味がわからん」


「だからさ～、俺、この間まで叔父さんちで世話になってたんだけど、ちと訳があってさ、出てかなきゃなんなくなったわけよ。ここまでわかった？」


　いったい何をやらかしたんだ？　という疑問が増えたが、そこには眼めをつぶって「ああ」とうなずく。


「でさ、好きなとこにいっていいっていわれて、急に文人のことを思い出したんだ。で、弁護士に調べてもらったら、寮りよう制せいの学校に通ってるってことだったから、ラッキーと思って即そく座ざに転校してきたわけ。やっぱ知らない奴やつしか居ないとこにいくの、やだったしさ」


「だから、それでどうして良い子にしてなきゃならなかったんだ？」


「だから、良い子にしてたら、文人と一いつ緒しよに暮らせるようになるかと思ったんだってば。久しぶりだったから、前みたいに文人がいうこと聞いてくれるかわかんなかったし、とりあえず良い子にして様子をみようと思ったんだって」


　まさかエッチするような仲になるとは思わなかったけどな、と和音があっけらかんという。


「でさ、もう良いだろ？」


「なにが？」


「文人、鈍にぶくなったんじゃねーの？　だからさ、こういうことになっちまったんだし、寮を出てこの家に引っ越こして来てもいいだろって聞いてんだよ。――そのほうがおまえだって都合がいいだろうし」


　自分の胸に残るキスマークを指先でつつきつつ、和音はニヤリと笑う。


「………そんなに寮が嫌いやなのか？」


「嫌ってほどじゃねーけど。俺、この通りの美人だから、みんなちやほやしてくれて不自由はないし……。でもさ、やっぱ結局は他人じゃん。なんか落ち着かないんだよ。その点、文人とはガキの頃から、ずっと一緒にころころ寝ねてたし安心できるからさ。――なぁ、文人、それ食わねーの？」


　和音は、文人の前にある手つかずの料理を物欲しそうにみた。


「欲しいならやるけど、そんなに食べて大だい丈じよう夫ぶか？」


　互たがいに手を伸のばして皿を受け渡わたす。


「平気、おれ普ふ段だんから二人前ぐらいペロリと食ってるし……。あ、これ覚えといて」


「はいはい」


　ガツガツと再び夢中で食べはじめた和音を眺ながめつつ、文人はため息をついた。


（居い候そうろうしたかったんなら、最初からそういえばよかったんだがな）


　昔のままの和音に強ごう引いんに押し掛かけられていたら、迷めい惑わくだ、厄やつ介かいだと思いはしても、きっと自分は断り切れなかった。


　だいたい、和音は昔からどこか間が抜ぬけているのだ。


　盗ぬすみを働くにしても、自分のやった悪事を他人になすりつけようとしたときも、最後の最後に詰つめの甘さで失敗していたし。


　和音曰いわくの『良い子』のせいで、逆に煮に詰つまって、かつての恋こい心ごころを自覚させられ、ついうっかり手まで出してしまった自分はとんでもなく間ま抜ぬけじゃないか。


（ちょっと待てよ）


　和音は、まさかエッチまですることになるとは思わなかったといった。


　ってことはつまり、和音にとって自分は最初からそういう対象ではなかったってことになる。


（……やっぱり気にくわない）


　昨夜の怒いかりがふつふつと再燃してくる。


　相手が自分であっても、初恋の相手が自分を安売りするような真ま似ねをしたのは、やっぱり不ふ愉ゆ快かいだ。


　不安だから卑ひ屈くつになってすり寄ってきたというのならば、まだ可愛かわいげもある。


　だが、眼の前で大口をあけてサンドイッチを食くらっているこいつは、居候をするための手段として、猫ねこを被って人を騙した挙げ句、自分の身体からだをいともたやすく投げ出したのだ。


「なあ、いつ引っ越してきたらいい？」


　綺き麗れいに食事を平らげた和音が、満足そうな顔で聞いてくる。


「いつでも駄だ目め」


　文人は、きっぱり断った。


「なんだよ、それ」


　ムッと唇を尖とがらせて、和音がガタンと立ち上がった。


　なにをするつもりかと文人が黙だまってみていたら、すたすたと歩み寄ってきて、跨またがるようにしていきなり文人の膝ひざの上に座ると首に腕うでを絡からませてくる。


「昨夜、ここに置いてくれるんなら、なんでもするっていったの噓じゃねーぞ。――なあ、俺の身体、気に入らなかったわけ？　そんなことないだろ？　あんなにしつこく撫なでまわしてたぐらいだしさ」


　遠えん慮りよすんなよ、と、文人の唇に唇がむぎゅと押しあてられた。


「そういう問題じゃない。駄目なものは駄目」


　あまりにも色気のないキスに呆あきれながら、文人はベリッと和音の身体を引き剝はがした。


「なんだよ、やり逃にげかよ。きたねーの」


「汚きたなくない。一いつ泊ぱく二食の料金代わりだ」


「たけーよ、ケチ」


　和音は文人の膝から降りると、手近にあった食器棚だなにいきなりガツンと八つ当たりの蹴けりをお見み舞まいした。


　すると、食器棚の上段からガシャガシャンと何かが倒たおれて割れるような音が続けざまに響ひびく。


「……あ」


　その音から中の惨さん状じようを予測した文人は、まずいなと眉まゆをひそめた。


「食器は普ふ通つうのをつかってんじゃねーの？」


　文人の表情で、何かを察したらしい和音がおそるおそるといった風に聞いてくる。


「専用の棚たなが来るまでの間に合わせのつもりで、その棚の上段にアンティークの香こう水すい瓶びんを並べてたんだ」


「まじ？」


「ああ。ちょうどつかってなかったしな。――まぁ、割れたものは仕方ない。負けに負けて、昨夜のあれでチャラにしてやるよ」


　感謝しろとつけ加えると、和音はケチ、悪党、ばか、と悪あつ口こう雑ぞう言ごんの数々を投げつけてきた。


「うるさい。とっととみんなが親切にしてくれる寮に帰れ」


　文人は馬耳東風で、それらの言葉を聞き流した。
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（うまくいったと思ったのにな。ったく、なにが悪かったんだ）


　文人の部屋を追い出されて以来、和音はずっと考え続けていた。


　あのあと、転校してきてから一週間も経たったんだからもう平気だろうと、文人は自分から転校生の面めん倒どう見み役を辞退してしまった。


　さらに、和音を露ろ骨こつに避さけるようになってしまったものだから、ろくにしゃべれもしない。


（文人のば～か）


　両親が他界している和音にとって、叔父おじは唯ゆい一いつの血けつ縁えんだった。


　叔父の家は、お世辞にも居い心ごこ地ちのいい家じゃなかったが、自らの生来の美び貌ぼうが招き寄せた不孝な事件のせいで追い出されることになったときは、さすがに和音も途と方ほうにくれた。


　帰れる場所が無くなるという現実に、足場を失ったような恐きよう怖ふさえ感じた。


　この先どうしようと考えたとき、真っ先に浮うかんだのが文人の顔だったのだ。


　銀の髪かみに縁の瞳ひとみ、少しだけ口うるさかった懐なつかしい幼なじみ。


　どんな迷惑をかけても、文人はいつも和音の側そばにいてくれて、必ず助けてくれた。


　だから、今度もきっと受け入れてくれるはず。


　きっと、安心して過ごせる場所を、もう一度与あたえてくれる。


　そう確信していたから、この学園に転校を決めたのだ。


（それなのに、なんだよ。……文人のば～か）


　七年ぶりにあった幼なじみは、勿もつ体たいないことに綺麗な銀の髪と緑の瞳を隠かくしていた。


　成長に伴ともなって顎あごのラインが鋭するどくなり、背もぐんと伸びていた文人は、予想以上に頼たよりがいのありそうな男に育っていた。


　ひとめみて、これなら大丈夫そうだなという期待で和音の鼓こ動どうは跳はね上がったというのに、どうしたことか、文人は和音をひとめみると不愉快そうに眼をすがめた。


　そんな文人の表情に、もしかしたらこのままじゃもう一度仲良くしてもらえないかもしれないと危機感を感じた和音は、文人に気に入られるためだけに、おとなしく良い子に振ふる舞まうことにしたのだ。


　叔父の家に居たときも、ずっとそうして過ごしてきたから、良い子にしているのはさほど苦じゃなかったし……。


（なのに、やることだけやって、ポイってのはいくらなんでも酷ひどいよな）


　最初は痛かったけど、触ふれられているうちに身体が溶とけておかしくなっちゃうんじゃないかと思うぐらいに気持ちよくなった。


　文人もきっと同じように感じてくれてると思ったのに、違ちがったんだろうか？


（……文人ともう一回やりたいな）


　大きな手と唇くちびるとが肌はだの上をすべるたび、いままでに知らなかった感覚を身体の中に感じた。


　あの夜からまだ数日しか経っていないから、和音の肌はまだ文人の感かん触しよくを覚えていて、思い出すたびに疼うずいて淡あわく上気する。


　エッチの良さを教え込んでおいて、ポイと捨てるなんてあんまりだ。


　それに文人の腕の中は、すごく安心できて居心地がよかった。


　あんなにすんなりと眠ねむりについたのは、随ずい分ぶんと久しぶりのような気がする。


　これでまた、昔のように自由に伸のび伸びと生きられる場所を手に入れた。


　やっと安心できる寝ね床どこをみつけたんだと、そう思ってすごく嬉うれしかったのに……。


　それなのに、その期待を眼の前でひょいっと取り上げるなんてあんまりだ。


「文人のば～か」


　寮りようの部屋のベッドの上で、クッションを抱かかえてゴロゴロ転がりながら同じ文句を何度も繰くり返していた和音に、夕食の時間を知らせる携けい帯たいのアラームが鳴った。


「わーかったって、うっせーな」


　ブツブツ文句をいいながらアラームを止め、べッドを降りる。


　髪が乱れていないか鏡でチェックしてから部屋を出た。


（本当になにが悪かったのかな）


　薄うす茶ちやの髪と大きな瞳、にきび一つないなめらかな頰ほお。


　未み遂すいで済んでいたが、いままでにも男に迫せまられたことはあった。


　それも一度や二度じゃなかったし、鏡でみる自分の顔はそういうことがあっても当然だと思えるぐらい充じゆう分ぶんに魅み力りよく的だと思うのだが……。


　考え事をしたままで寮の食堂に向かった和音は、リノリウムの床ゆかに水すい滴てきが落ちているのに気づかず、思いっきりずるっとすべってしまった。


「わっ」


　転ぶっと覚かく悟ごして、受け身を取ろうとした和音の背中を力強い腕が支える。


　その腕の感触で、腕の持ち主を文人だと感じた和音は、迷うことなくその腕にしがみついて、笑えみを浮かべ顔を上げた。


「あ……」


「気をつけろ、転校生」


　だが、肋けてくれたのは文人じゃなかった。


　背が高く厳いかつい肩かたをした、眼と眉の間が妙みように狭せまい猿さる顔がおの上級生は、礼をいう暇ひまも与えずに和音を突つき飛ばすとさっさと食事の配はい膳ぜん口ぐちにいってしまった。


（なんだよ、もう……）


　まるで汚いもののように邪じや険けんに振り払はらわれて、和音はムッとする。


　仕返ししてやれという囁ささやきが脳のう裏りをよぎり、いやそれよりは一石二鳥でもっと面おも白しろいことがあると思い直す。


　和音は配膳口で食事を受け取ると、その上級生の姿を求めて広い食堂内を見み渡わたした。


「隣となり、良いですか？」


　求める姿を窓まど際ぎわの丸テーブルにみつけると、歩み寄って極ごく上じようの笑みを浮かべて話しかけた。


「かまわんが……」


　他ほかも空いてるだろうという迷めい惑わくそうな呟つぶやきをシカトして、「お邪じや魔まします」と強ごう引いんに隣に座る。


「さっきはありがとうございました」


「それをいうために追いかけてきたのか？」


「だって先せん輩ぱい、お礼をいう前にいっちゃうんだもん。ぼく、けっこうトロイから、助けてもらわなかったら、きっと床に後頭部を激げき突とつさせてましたよ。もしかしたらいまごろ、救急車で運ばれてたかも」


「大おお袈げ裟さだ」


「そんなことないです。ホントに感謝してます」


　ありがとうございました、ともう一度に～っこりと微ほほ笑えんで告げると、上級生の迷惑そうなしかめっ面つらが少しだけ緩ゆるんだ。


「先輩って、絶対運動部ですよね？」


「ああ、空手部だ」


「やっぱり。実じつ戦せん系の格かく闘とう技ぎをやってる人の腕うでの筋肉の付き方で、ちょっと独特だからそうじゃないかなって思ったんだ」


「やってるのか？」


「ぼくじゃなくて、知り合いですけど……。でも、ちょっと興味あるかな。――ねぇ先輩、もしぼくが入部したら指導してくれますか？」


「いや、俺は次の試合で引退だから無理だな」


「なんだ、じゃあ駄だ目めか」


「後輩がちゃんと育ってるから、指導者には事欠かないが？」


「でも、先輩がいないんじゃ意味ないし」


　意味？　意味っていったい……と上級生が口ごもり、その顔が徐じよ々じよに赤くなっていく。


（ちょろい）


　一いつ瞬しゆん前にはあんなに邪険に振る舞ったお堅かたそうな奴やつだって、にっこり笑ってすり寄れば五分で堕おちる。


（ほ～らな。俺ってば、やっぱり魅力的）


　自分の魅力を再さい確かく認にんして、和音はとりあえず安心した。


（ってことは、どういうことだ？）


　いったんは堕ちたと思ったのに、次の瞬しゆん間かんにはあっさり拒きよ絶ぜつされた。


　いったい自分のなにが悪かったのか、和音にはさっぱりわからない。


（もしかして……）


　自分が文人の好みから外れていたという可能性はないだろうか？


「和音」


　少し高めの声に呼ばれて顔を上げると、「こっちこっち」と少し離はなれたテーブル席で、真が人ひと懐なつこい笑みを浮うかべて手を振っている。


　文人の言葉の端はし々ばしに真に対する信しん頼らいを嗅かぎ取っていた和音は、真に対してあまり好印象は抱いだいていなかった。


（でも、文人はけっこう可愛かわいがってるみたいだし、めんどくせーけど仲良くしとかないと……）


　それにしても、同い年の友達を弟みたいなものだなんて紹しよう介かいするのは、なんか変じゃないか？


（あいつ……だったりして）


　和音と離ればなれになったあとの文人の友達。


　もう一人、幸喜という、いつもニヤニヤ笑っている同級生がいるが、あれはひょうひょうとしすぎていて、どうひいき目にみても違ちがうだろう。


（あれが文人の好みなのかも）


　そう思いついた瞬間、和音はすっくと立ち上がっていた。


「友達が来たから、失礼します」


　赤くなったままの上級生にそう告げて、和音は文人の好みを研究するための一歩を踏ふみ出した。


　たかが十分の間に、和音の悪戯いたずら心ごころで価値観をかき回された上級生は、そんな和音の背中をぼうっと見送っていた。
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（いったい、どういうことだ）


　月曜日、登校した文人は奇き妙みような事態に遭そう遇ぐうする。


　いつもだったら朝のご挨拶あいさつだといって隣のクラスからまっすぐに文人に向かってくる真が、今日はあっさり文人を素す通どおりして、他ほかの人間と親しげに話を弾はずませているのだ。


　真が、自分ではなく他の誰だれかを優先するようになったことに関して不満はない。


　むしろ、これが普ふ通つうだと思う。


　やっと養い親に対する恩義に縛しばられなくなったかと喜んでやりたいところなのだが、今回の件に関しては、ちと相手が悪かった。


　仲良くしているのが、よりによって、あの和音なのだから……。


（なにをたくらんでるんだか……）


　あの夜から一週間経たち、和音の迂う闊かつな行こう為いに対する怒いかりは、呆あきれにかわりつつある。


　だがその一方で、文人に本ほん性しようがばれたにもかかわらず、校内ではいまだに『良い子』のふりをし続ける和音に対して、なにかよからぬことをたくらんでるんじゃないかという警けい戒かい心しんが着々と募つのりつつあった。


　寮りよう生せい活かつに不慣れだった和音の面めん倒どうを、真に頼たのんだのは文人だから、もし真が和音絡がらみのトラブルに巻き込まれるようなことになったら、その責任の一いつ端たんは自分にもある。


（一言、忠告しておくか）


　眼めの前で楽しげに話し続けるふたりの横顔を眺ながめつつ、文人は軽く息を吐はいた。








「なにって……。色々ですよ。校内の噂うわさ話ばなしとか、先生達の丸秘情報とか、美味おいしいご飯が食べれる店とか、そんなことを色々と」


　いったい和音となにを話してたんだと、自作の弁当をつつさながら聞く文人に、購こう買ばい部の調理パンを一個平らげたばかりの真がにこにこしながら答えた。


　昼休み、文人、真、幸喜の三人は、澄すんだ秋空に誘さそわれるように外に出ていた。


　グラウンドを見下ろすように階段状になっているコンクリートの観客席に座って、昼食を摂とっている。


　ちなみに和音は、転校生の紹介記事を書くという新聞部に学食に招待されていてこの場にはいない。


「なるべく早くこの学校で楽しく過ごすコツを覚えて欲しいと思って、レクチャー中なんです。で、和音からはお返しにって、文人さんの小学生の頃ころの話をしてもらってるんです」


　と、二個目のパンを開けつつ真。


「へぇ～、どんな話？」


　母親の手作り弁当を持参してきた幸喜が、身を乗り出す。


「夏休みにプールで溺おぼれかかった友達を肋けた話とか、ご近所の火事にいち早く気づいて通報した話とか、他にも色々……」


　さすが、と真が得意げに鼻をならす。


（確かにさすがだな。自分にとって都合の悪い部分は、見事にはしょってやがる）


　そもそも、その友達がプールで溺れたのは、和音が悪戯で足を引っ張ったせい。


　火事の件は、打ち上げ花火の飛んでいく方向を、和音がわざと近所の家の窓にセッティングしただけのこと。


　文人にとってそれらの話は、事前に和音の悪戯を止められなかった自分に対する自己嫌けん悪おを誘ゆう発はつするものでしかない。


「他は？　もっとこう、ネタになるような面おも白しろい話はねーの？」


「そんなものはない。悪あく趣しゆ味みな」


　好こう奇き心しんむき出しな幸喜を一いつ蹴しゆうしてから、文人は真に眼めを向けた。


「学校にも寮にも慣れてきたようだし、もう和音の面倒はみなくてもいいからな。面倒を押しつけて悪かった」


「やだなぁ、文人さんったら……。ぼく、面倒だなんて思ってないですよ。和音と一いつ緒しよにいるの楽しいし、それに和音ってどっか抜ぬけてるところがあるし、妙みように心細げな雰ふん囲い気きもあるからほっとけないんですよ」


　だから一緒にいるのはぼく個人の意志です、と真がきっぱりいう。


「…………そうか」


　自分の悪戯がどういう事態を招くのかを予想しきれないあたり、和音は確かに間が抜けている。


　が、そもそも真は、いまの和音が猫ねこを被かぶっている――本人曰いわく、良い子にしてるだけだそうだが――状態だとは気づいていない。


　騙だまされたままの状態で友達づきあいをして、あとで痛い目をみることになったりしないかと不安なのだが、だからといって自分の口から和音の本性をばらす気にもなれない。


　和音がこの先も、ちょっと世間知らずでうっかりさんなところがある美人の転校生のイメージを維い持じし続けるつもりでいるのなら、それを妨ぼう害がいするような真ま似ねは慎つつしんだほうがいいんじゃないかと思うからだ。


　実際のところ、いまの和音は校内でも寮でも、すっかり人気者になっていた。


　はた迷めい惑わくな本性を出すより、いまのままでいたほうが、和音だってずっと過ごしやすいに決まってる。


　なにかよからぬ悪さをたくらんでいるわけじゃなく、そこのところをわかったうえで、和音が周囲に溶とけ込むべく良い子に振ふる舞まっているというのなら、自分が邪じや魔まをするわけにはいかないだろう。


「――そうだな。真がそう思っているのなら止めないが……。でもな、和音は少しばかりクセがあるから、用心だけはしておけ」


「クセ……ですか？」


「具体的にはどんな？」


　興味を惹ひかれたのだろう。


　真と幸喜は昼食の手を止めて、興きよう味み津しん々しんと文人の次の言葉を待ちかまえている。


「黙もく秘ひする」


　文人は黙したまま、弁当の続きにかかった。


「けちだねぇ」


　いったん黙だまってしまったら、おだてても宥なだめても文人が口を割らないことを経験上知っているふたりはあっさり諦あきらめたようだった。


「用心といえば――」


　文人につられたように黙々と弁当をつついていた幸喜が、ふと顔を上げる。


「和音が空手部の主将ふったって噂うわさを聞いたけど。本当のところはどうなってんの？」


「相変わらずの早耳。幸喜は寮りよう生せいじゃないのによく知ってるよね」


　真が呆あきれた顔をした。


「それ、ホントの話だよ。和音に聞いたら、転びかけたところを助けてもらって、そのお礼をいっただけなのに、なにか勘かん違ちがいされたみたいでいきなり交際申し込まれたっていってた」


「かなり手て酷ひどくふったって？」


「え、そーなのかな？　具体的になんていってふったのかは聞いてないけど……。でも、あんなに大きくてごつい上級生に迫せまられたら怖こわいだろうし、二度とつきまとわれないように過か剰じように反応しても仕方ないんじゃないかな」


（なにをやってるんだ、あいつは……）


　和音に同情的な真の発言を聞きつつ、文人は眉まゆをひそめていた。


　自己保身の為ために噓うそをつくことに罪悪感をまったく感じないような奴やつだから、和音本人の談なんてこれっぽっちも信用できない。


　どうせ、和音本人が裏でろくでもないことをやらかしたにきまってる。


　自分からトラブルの種を蒔まくなんて……。


　詳くわしい事情を聞く前に、和音が悪いと確信してしまった文人は、和音の相変わらずの浅はかさぶりに呆れていた。


「ふ～ん。じゃさ、ちとまずいことになりそうだって話も聞いてんだけど、そっちは知ってるかい？」


「まずいって、なに」


「運動部は基本的に上下の関係が親密だろ？　空手部は――噂だとその主将って部内ではけっこうな人気者だとかでさ――とくにその傾けい向こうが顕けん著ちよで、主将をコケにした奴は許せないって、一、二年の部員がカッカしてるとか、してないとか」


「うちの空手部って、たしか、何年か連続して県大会で優勝してるよね？」


「してるねぇ。――文人もそらっとぼけてないで、ホントのこといえよ。そんな噂聞いたから、真に用心しろとかいってんだろ？　遠回しなことやるよりは、ちゃんと見張ってろっていっといたほうが得策なんじゃねぇの？　真ま面じ目めな話、お泊とまりまでした仲の幼なじみが心配なんだろうに」


　幸喜が、意味ありげな笑えみを浮うかべていう。


　例の和音の一いつ泊ぱくの件は、転校したてで緊きん張ちようしていた和音が、文人の家に遊びに来るなり緊張が解けて熱を出したということになっている。


　幸喜にも何度もそう説明したのだが、それでも幸喜は文人をからかうのをやめない。


　なにかを察しているのか、単におちょくりたいだけなのか。


　表情の判別がつきにくい狐きつね面づらの友人の言動に、文人は困らされっぱなしだ。


「あのな……」


「そういうことなら、まかせてください」


　その思わせぶりな態度をなんとかしろと、文人が幸喜に苦情をいう前に、真が元気な声を上げた。


「は？」


「用心って、そういうことだったんですね。和音の周囲を見張って、ガードすれば良いんでしょう？　大だい丈じよう夫ぶです。ぼくはちゃんと文人さんのお役に立ってみせます。大船に乗ったつもりでいてください」


「あ、いや、あのな……」


　それは違ちがう。


　和音の周囲に用心しろといったんじゃなく、和音本人に用心しろといったのだ。


「そうとなったら、こうしちゃいられない」


　すっかり勘違いした真に文人が説明しなおすまえに、真はすっくと立ち上がった。


「いきなり、どうしたんだ？」


「学食にいってきます。和音をひとりにしておくわけにはいきませんから」


「ちがっ、真、ちょっと待て！」


　文人が止めるのも聞かずに、真は「遠えん慮りよしないでください」と小こ柄がらな身体からだをひるがえし、かじりかけの菓か子しパン片手に校舎に向けて走っていってしまった。


「これでおまえさんも安心だろ。よかったなぁ」


　和音のクセを教えてやらなかった仕返しのつもりなのかもしれない。


　事態をかき回して満足げにニヤニヤ笑う狐面を、文人は恨うらめしげに睨にらみつけた。


「わざとだな。友とも達だち甲が斐いのない奴だ」


「まぁまぁ、いいじゃないの。――和音がやばいってのはホントの話なんだし、まこちゃんを側そばにつけといたほうがいいって」


　俺さまの配はい慮りよに感謝する日が来るかもよ、と幸喜が嘯うそぶく。


「だからって、真まで厄やつ介かい事ごとに巻き込むことはないだろうが」


　和音本人がどんな目にあおうと自じ業ごう自得だと思えるが、真がそれに巻き込まれるのは我が慢まんできない。


　兄貴分としての責任感から苦情を申し立てると、幸喜は「過保護」と呟つぶやく。


「おまえさんがそんなだから、まこちゃんだっていつまでも自立できないんじゃないの？」


　たまには冒ぼう険けんしないとねぇ、とニヤついたままで肩かたをすくめる友人に、文人は反論しきれなかった。











　過保護過ぎなのか？　と一いつ瞬しゆん不安になってしまって反論の気力を削そがれたが、よくよく考えてみると、やっぱり幸喜にはぐらかされただけだったような気がする。


　年よりも幼くて単純な真が気がかりで、つい過保護になってしまう傾向があるのは自分でも認める。


　だが、相手があの和音である場合、過保護というより当然の用心。


　警けい戒かいして当然で、警戒し過ぎということはないだろう。


　気を取り直した文人は、なんとか真の誤解を解こうとしたのだが、幸喜の巧こう妙みような妨ぼう害がいにあって果たせなかった。


（やっぱり俺には友達運がない）


　精神的にがっくりと疲つかれた文人は、帰宅するなり、母親の好みで作られた少々華か美び過ぎるバスルームで疲れをとるべくのんびりと湯に浸つかっていた。


　幼なじみはあの和音で、いまの親友は面めん倒どう事ごとと噂話が大好きな幸喜。


　文人本人は平へい凡ぼんで静かな生活を心から望んでいるのだが、だからといって毒にも薬にもならないような平凡な人間が好きなわけじゃない。


　少しぐらいの刺し激げきがなければ、やはり一いつ緒しよにいてもつまらない。


　だから、たぶんこの現状は自業自得なんだろう。


　実際のところ、和音が本ほん性しようを隠かくしていることを、幸喜や真に話してもさして問題はない。


　真は勿もち論ろん、なんだかんだいって幸喜も、文人のよき友人でもある。


　ここだけの話にしておいてくれと一言いいさえすれば、余よ所そに漏もれる心配はない。


　それでも真実をいわなかったのは、ひとえに文人自身の気持ちの問題だった。


　和音の本性や、過去に起こした事件の数々をしゃべってしまえば、和音に対するあのふたりの印象は確実に変わるだろう。


　我が儘ままだ凶きよう暴ぼうだ自分勝手だと、和音のことを何度も心の中で罵ののしってきたが、他の人に和音がそんな風に思われるのは正直いって面おも白しろくないのだ。


　和音の文句をいっていいのは面倒をみさせられていた自分だけだという、子どもじみた自負と独どく占せん欲よくが文人の口を重くしている。


（まったく、和音に振ふり回されっぱなしだな）


　家から追い出したときに、これからは極力関かかわり合いになるまいと誓ちかったつもりだったのだが、気がつくといつも和音のことを考えてしまっている。


　子どもの頃ころは、和音と一緒にいるだけで毎日がトラブル続きだった。


　和音がしでかしたことのフォローにかけずり回り、しょっちゅう母親に叱しかられてもいた。


　大変で面倒だったが、それでも毎日がすごく楽しくて充じゆう実じつしていたのも事実だ。


　トラブルを引き起こすたびに、なんとかしろよと大いばりで責任転てん嫁かしてくる和音に辟へき易えきしつつも、必要とされているのが嬉うれしかったし、なんとかしてあげられる自分が誇ほこらしいとも思った。


　引っ越こしで離はなればなれになると決まったときには、「いくなよ」とだだをこねる和音に暴れられ、理り不ふ尽じんな悪さを働かれた。


　文人自身は望んでいない引っ越しだったが、子どもだった文人が自分の意志で引っ越しを取りやめにできるわけもない。


『電話するし手紙も書くよ。長期休きゆう暇かには遊びに来てもいいよね』


　別れ際ぎわ、そういって和音に差し出した文人の手は、


『おまえみたいな薄はく情じよう者ものなんかしらねーよ。二度とくんな』


　と、容よう赦しやなく和音にバシッとはたき落とされた。


　拗すねてるだけだろうと思っていたのに、何度電話を掛かけても居留守を便われて声も聞けなかったし、何通手紙を出しても葉書すら戻もどってこなかった。


　三ヶ月後、やっと電話にでたと思ったら、「おまえ、誰だれ？」とわざとらしくそらっとぼける始末。


　さすがの文人もこれには怒おこり、がっかりして、もう駄だ目めなんだなと諦あきらめた。


　和音は、きっと後がまをみつけたんだ。


　便利屋扱あつかいされていただけで、和音にとっての自分は、きっとそんなに重要な存在じゃなかったんだろう。


　もう自分は和音に必要とされていないんだ。


　失望した文人は、それ以降、電話を掛けるのをやめた。


　それでも、年賀状や暑中見み舞まいの葉書程度は一方的に出し続けていたのだが、中学に入学した頃からはそれらも宛あて先さき不明で戻ってくるようになる。


　転居先も教えてもらえないんだと完全に失望した文人は、それ以降、和音と過ごした日々の楽しかった記き憶おくを封ふうじ込め、悪い面ばかりを思い出すようになっていった。


　だがたぶん、いまにして思うと、宛先不明は時期的に考えて和音の両親の死に起因していたんだろう。


（………和音、随ずい分ぶん泣いただろうな）


　臆おく病びようで甘ったれだった和音。


　溺でき愛あいしてくれていた両親を同時に亡なくした彼が、どれほどのショックを受けたかを想像するのは難しくない。


　文人の胸がちりりと痛む。


（あの頃は、惚ほれてたんだがな）


　そしていまでも、その名な残ごりは確実に文人の胸の中に残っている。


　和音がそんなに望むのなら、家に引き取ってやってもいいと思えるぐらいには……。


　だがいまの和音では駄目だ。


　自分の身体からだを取引の道具にして軽々と投げ出すような真ま似ねをするいまの和音を、側に置くなんて文人にはできない相談だった。


　別人だと割り切れるなら事情は異なるが、昔の面おも影かげを色いろ濃こく残したいまの和音を、これ以上失望して嫌きらいにはなってしまいたくない。


「まったく、面倒だな」


　思わず呟いた言葉が、バスルームにおもいがけないほど大きく反はん響きようする。


　和音と同じように、取引だとドライに割り切れればいいのに……。


　それができない自分が、なによりも一番面倒だった。





　　　☆





「あ～あ、せっかく来たのに。つっまんねーの」


　文人が止めるのも聞かずに社の屋根に登った和音は、祭りの灯あかりを眺ながめながらぶうぶうとふてくされた。


「そう思うんだったら、もう少し考えて行動しなよ」


　仕方なく、つきあいで屋根に登った文人は無む駄だだと思いながらも注意する。


「んなこといったって、あのクジ屋、ぜってーインチキしてんだぜ？　インチキの種を見破るにはやっぱあれしか方法がねーじゃん」


「見破るって……。ショーケースを蹴けり割ってすぐに逃にげたくせに」


「だって、ガラス割ったぐらいで、あんなにでっかい音がするとは思わなかったんだもん」


　和音はむっと下した唇くちびるを突つき出した。


「とにかくさ、もうちょっと良い子になってよ」


「あー。こんなに近くにいるのに遊びにいけないなんて、つっまんねー。おみやげだって買ってねーのに。もーさいあくー」


　和音は、文人の言葉を完全に無視した。


「自分のせいだろ」


　冷ややかな言葉を一度は投げたものの、何度も何度もつまらないと繰くり返す和音に、文人は根負けした。


「じゃあ、おみやげにこれあげるよ」


　叱られるのを覚かく悟ごのうえで母親に内ない緒しよで祭りに来てしまった文人だが、少しでも怒いかりを軽くできればと、母親のために細やかな細工が施ほどこされたべっこう飴あめのおみやげを買っていた。


　それを手て渡わたすと、和音の顔がぱぁっと輝かがやく。


「いいのか？」


「うん。でも、大事にしてよ。せめて一週間は舐なめずに眺めること。わかった？」


「うん。そーする。さんきゅ。――綺き麗れいだな、この鳥」


「鳥は鳥でも、鳳ほう凰おうだよ。うちの母さんの寝しん室しつにあるお気に入りの屛びよう風ぶのモチーフなんだ。みたことなかったっけ？」


「ないよ。俺が部屋にはいると、もんのすげー怒るんだもん。怖こわくて近寄れねーし」


「ああ、そっか」


　文人の家の安くない調度品を和音はかなり破は壊かいしていて、そのたびに文人の母親にこっぴどく叱られていた。


「ほら、文人、みろよ。――こうやって灯りに透すかすとキラキラして綺麗だぜ」


　べっこう飴あめ越ごしにみえる祭りの灯りに、和音が楽しげにはしゃぐ。


「そうだね」


（ちょっと和音の瞳ひとみの色に似てるな）


　安っぽい裸はだか電でん球きゆうの灯りが、細やかな細工を施されたべっこう飴越しにみると、ゆらゆらときらめいてまるで宝石のように綺麗にみえる。


　どこか懐なつかしい感じのする温かな色合い。


　だけど文人には、楽しげにべっこう飴越しの光を眺める和音の瞳のほうが、何倍も綺麗にみえた。


　そして不意に、ふたりの周囲に、目覚まし時計のやかましい音が充じゆう満まんして……。





　　　☆





「……またか……」


　いつぞやの夢の続きをみていた文人は、目覚ましを止めると、額をおさえつつ上半身を起こした。


　あのあと、和音はもうひと騒動起こした。


　社の屋根から降りる際、足をすべらせて植え込みの中に転げ落ち、手に持っていた飴細工を粉々に壊こわしてしまったのだ。


　幸い和音に怪け我がはなかったが、飴が壊れたことにショックを受けた和音は、おまえがちゃんと支えてなかったからだと拗ねて八つ当たりして、文人を随分と困らせた。


「それでも、あの頃ころのままだったらよかったんだがな」


　自分の主張が一番で、姑こ息そくな取引なんてできなかった自分勝手で我が儘ままな、それでも愛すべき単純な子ども。


　あの頃に比べれば、自分だって随分と変わってしまったから、子どものままではいられないってことはよくわかってる。


　とくに、両親の死によって随分と環かん境きようが変わってしまった和音が、変わらずにいられたはずはない。


　わかっていても願ってしまう。


　まったく面めん倒どうだと、文人は思った。




７







　金曜日の放課後、文人は生徒会室で役員達と一いつ緒しよに、アンケート調査の集計作業のまとめをやっていた。


　そこにいきなり、「お邪じや魔まします」としおらしい態度で和音が姿を現す。


「なんでおまえがここに？」


「真から聞いてない？　ここで待ち合わせしてるんだ。真の仕事が終わったら、ふたりで街に買い出しにいって、ついでに外でご飯食べてこようって約束してるから。――うるさくしないから、待っててもいいよね？」


　他ほかの生徒会役員の手前、良い子になっている和音がちょっと不安げに小首を傾かしげる。


　ここで駄だ目めだといったら自分が鬼おに呼ばわりされることになるだろう。


「かまわないよ」


　文人も他の生徒会役員の手前、穏おだやかに答える。


「何か手伝うことある？」


「いや、いい。真がいま取りにいってる書類を入れたら集計はほぼ完かん了りようだし、あとは俺ひとりでしかやれないからな。みんなもう帰るところなんだ」


　文人は、帰り支じ度たくをはじめている他の役員を首の動きで示した。


「暇ひまだったら去年の生徒会のアルバムでもみるか？　行事の雰ふん囲い気きがわかると思うが」


　退たい屈くつだと和音が暴れるまえに玩具おもちやを与あたえる。


　そんな昔の癖くせがでた文人がアルバムを手渡すと、和音は素す直なおに受け取った。


　つきあいでずるずると居残りするのを嫌う文人の指示で、真の帰りを待つことなく役員達は帰っていった。


　だが、たったひとり、書記の鈴掛だけは文人の指示にもかかわらずしぶとく居残りを決め込んでいる。


　本人にとっては文人に対する恋こい心ごころ、文人にとっては面倒な執しゆう着ちやく心しんゆえに居残っているのだ。


　自分でさえ入れて貰もらったことがない文人の家に上がり込み、あまつさえ一いつ泊ぱくしたと噂うわさになっている美人の転校生と文人が、生徒会室でふたりきりになるのが鈴掛には耐たえられなかったのだろう。


「和音さんは、前はどんな高校に通ってたんですか？」


　鈴掛の質問に、和音はアルバムから顔を上げた。


「取り立てて話すことがないぐらいには普ふ通つうの学校だったかな」


　心の中でお互たがいをどう思っているかはともかくとして、表面上、会話は穏やかだ。


「じゃあ、部活は？」


「帰宅部だったよ。閉へい鎖さしたグループ内で上下関係があるのってなんか気持ち悪くて駄目だったし、勝ち負けのある競技が苦手だったから運動部には入れなかったしね」


（そりゃそうだろう）


　一年ぐらい先に生まれたからって威い張ばり散らすような先せん輩ぱいがいたら、和音のことだから徹てつ底てい的に反発するに違ちがいない。


　団体種目で負けたりしたら、俺のせいじゃないおまえのせいだと、チームメイトに八つ当たりするのも目にみえてる。


　和音にしてはまっとうな判断だと、文人は黙もく々もくと仕事をしながら密ひそかに感心した。


「じゃあ、なにか自じ慢まんできる特技とかは？」


「ないよ、そんなの……」


（ピアノはどうした）


　もうひとつ、和音には特技があるのだが、そっちはあまり誉ほめられたものじゃない。


　だがピアノは、たとえ弾ひける曲が極きよく端たんに限られていても、充じゆう分ぶんに誇ほこるべき才能だったはずなのだが……。


（興味が無くなったっていうのは本当だったのか）


　毎日のように楽しく連れん弾だんしていた母親を失ったことで、ピアノに対する興味が失うせてしまったのだろうか？


　かつての和音のピアノの音色を覚えている文人は、酷ひどく勿もつ体たいないと思う。


「なんだ。和音さんって、けっこうつまらない人なんですね」


（おいおい、鈴掛……）


　勘かん違ちがいちゃんで文人にとっては大変迷めい惑わくな存在なのだが、鈴掛の事務能力の高さは生徒会役員のなかでもピカイチで、生徒会長としては必要な人材だった。


　迂う闊かつなことをいって和音の逆げき鱗りんに触ふれる前に帰したほうがいいかもしれないと文人が考えている矢先に、鈴掛はさらに火に油を注ぐようなことをつけ加えた。


「ちょっとばかり美人で目新しいから、いまはみんながちやほやしてるみたいだけど、そんなだったら、すぐに飽あきられちゃいそうですね。――もうひとつ聞いてもいいですか？」


「…………なに？」


「どうしてこんな時季はずれに転校してきたんです？　うちの学校って、寮りよう生せいの場合は学期の区切りでしか転校生を受けつけないから、学期なかばで転校してこられたのがすごく不思議だったんですけど」


（ほんとにな。いったいなにやらかしたんだか）


　親の都合で寮付きの学校だからと転校してくる生徒もいるが、その場合も学期の区切りまで転校を見合わせるのが常だ。


　世話になっていた叔父おじの家から出ていかなきゃならなくなったと和音はいっていたが、三学期がはじまるまでの三ヶ月程度の期間の猶ゆう予よももらえないようなまずい事態を引き起こしたんだろうか？


「別に、特別な理由なんてないよ」


「そんなはずないですよ。よっぽどの事情がない限り、うちの学校はそんな特例は認めていないんですから」


　あとは寄付金を積むって手もあるか、と嫌いや味みな口調で鈴掛がつけ加える。


　本ほん性しようを隠かくしたままで和音がおとなしく受け答えしているせいで、徐じよ々じよに調子に乗ってきたらしい。


（まずいな）


　文人も一度は騙だまされたぐらいに和音の良い子っぷりは見事なものなのだが、サシで敵意を向けられネチネチといたぶられては、短気な和音の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おの強度が心配だ。


「鈴掛、今日はもういいから帰れ」


　和音を庇かばったと思ったのだろう。


　文人の言葉に、鈴掛はあからさまにムッとした。


「わかりました。帰ります。でもその前に、和音さんの返事が聞きたいな。内ない緒しよにするようなことじゃないでしょ？　まさか人にいえないようなことがあっ……」


　そこまでいわれた途と端たん、和音が勢いよく立ち上がった。


　あまりの勢いに、和音が座っていた椅い子すが後ろにガタンとひっくり返る。


　やばいと感じた文人は、とっさに鈴掛の腕うでをぐいっとひっつかんで、自分の背後に庇う。


「落ち着け、和音」


　どうどうと両手を掲かかげて和音を宥なだめてみたが、文人の予想に反して、和音はぷいっときびすを返すとそのまま生徒会室から出ていってしまった。


　無言で去るだなんて、和音らしくないあまりにも予想外な展開に文人は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした。


　が、すぐに我に返ると、ついてくるなよと鈴掛に言い置いてから和音を追いかける。


「おい、ちょっと待て。和音」


　人気のない廊ろう下かで呼び止めると、和音はピタッと立ち止まり、かかとを支点にしてぐるっと振ふり向いた。


「なんだよ？　なんか文句あんのか？」


　やはりかなり怒おこっているらしく、和音の目はキッとつり上がっている。


「文句はない。――むしろ誉めてやるよ。よく我が慢まんしたな」


「ここ追い出されたら、俺、もうあとがねーから」


　我慢したくてしたんじゃねーと、和音は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。


「あとがないって、おまえ、いったいなにやらかしたんだ？」


「……文人には関係ねーだろ」


　ぷいっと子どもじみた仕草でそっぽを向く和音に、ため息じみた息を吐はきながら、文人は腕うで組ぐみをしつつ廊下の壁かべにもたれる。


「いいたくないなら無理には聞かないが……。そういえば空手部の主将をふったってのは本当の話か？」


「ホントだよ。ちょっといい顔してやったら、あっという間にひとりで盛りあがっちまって……。正直あきれた」


「………もしかして、おまえわざと？」


「文人が悪いんだからな。おまえにポイされたせいで自信がなくなっちまったから、確かめるためにちょっとだけちょっかい出しただけだし……。――つきあうのが駄だ目めなら、たまに寮の夕ご飯を一いつ緒しよに食ってくれって頼たのまれたけど、俺、猿さるっぽい顔嫌きらいだし、飯がまずくなりそーだから、そういって断った」


「猿っぽい……」


　何度か会ったことのある空手部の主将の顔を思い浮うかべ、あまりにも的確な表現に文人は額をおさえた。


「あとがないっていうんなら、そういう態度はまずいだろう」


「まずくねーよ。あの先輩、お人ひと好よしっぽいから絶対に逆さか恨うらみしねーと思うし」


　確かに、そのとおりかもしれない。


　空手部の主将は、少しばかり無愛想ではあるが人格者で知られている人だから、本人が逆恨みしてどうこうすることはないだろう。


　だが、人格者ゆえに慕したっている後こう輩はいも数多い。


　そんな後輩達が、和音の手て酷ひどい仕打ちを知ったとき、どういう反応を示すかは火を見るよりあきらかだ。


（間ま抜ぬけめ）


　昔からそうだった。


　物事の表面しかみないせいで、何度も何度もしくじっているはずなのに、どうして学習できないのか。


「……あのな、和音」


　文人はひとつ深く息を吐くと、和音をたしなめようとした。


　が、説教されるとピンときたらしい和音は、「あーもーうっせーよ」と毒づくと、いきなり文人の顔の脇わきの壁を拳こぶしで殴なぐる。


「ばかか、おまえっ！」


　文人は慌あわてて、和音の手首を取る。


「八つ当たりするなら、足でやれ」


　壁に叩たたきつけられた和音の拳が、みるみるうちに赤くなっていく。


「これは腫はれるな。痛くないか？」


「別に」


「噓うそをつくな。とりあえず保健室で湿しつ布ぷしてもらうか。――ピアノを弾ひく大事な指を自分で傷つけるなよ。勿体ない」


　キラキラと空気を震ふるわせる、あの楽しげなピアノの音を奏かなでる大事な和音の指。


　いまは弾く気がなくとも、いつか、もう一度あの音色を奏でる気になるかもしれない。


　その日のためにも、この指だけは大事にしてもらいたかった。


「もうちょっと後先考えて行動しろ」


　赤くなった和音の拳をいたわるように、文人が手を重ねる。


「うるっせーな」


　和音は、文人の手を払はらいのけた。


「指なんてどうなったっていーんだ。どーせもうピアノは弾けないんだから……。ほっとけよ」


　ぷいっとそっぽを向くと、和音はそのまま走って逃にげていってしまった。








（弾かないんじゃなくて、弾けないのか？）


　スーパーで食料の買い出しをしつつ、文人は和音の言葉を反はん芻すうしていた。


　和音のことを考える傍かたわら、無意識のうちに頭の違ちがう部分で数日分の献こん立だてを組み立て、食材をぽいぽいとかごに放ほうり込んでいく。


（そういえば、転校の理由も聞きそびれたな）


　取引などという、かつては使うことのなかった姑こ息そくな手段を和音が覚えるに至った過程も聞いていない。


　よくよく考えてみれば、微び妙みように変わってしまった和音に失望するあまり、かつての懐なつかしい記き憶おくの中の和音といまの和音を比べてみることしかしていなかった。


　結果ばかりをみて嘆なげき、原因を追つい及きゆうしないのは酷く愚おろかしい行こう為いだ。


　和音が変わってしまった原因を勝手に想像してばかりで、自分は和音の現状を知ろうとしていない。


（一度、ゆっくり話を聞いてみるか）


　校内では無理だろうから、もう一度外に連れ出すしかないか。


　そんなことを考えていたら、制服の後ろポケットの中で携けい帯たいがブルルッと震えた。


『真か。どうした？』


　液えき晶しようの表示で、出る前に相手の名前がわかっていた文人は、周囲を気にして少しばかり小さな声で話しかける。


『大変なんです、文人さんっ!!』


『何が？』


『部屋にいないんですよ。で、仲良くしてる一年生が、こっそり早くしないとやばいって……。どうしましょう。やっぱり、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでぼくが――』


『ちょっと待て、落ち着け、真』


　焦あせって興奮しているらしい真に深呼吸を三回ほど命じたあとで、『何があったんだ？』ともう一度聞く。


『和音が、空手部の一、二年生に、部室に拉ら致ちされちゃったんです』


『間ま違ちがいのない話なのか？』


『はい。寮りようで親しくしてる空手部の一年がこっそり教えてくれたんです』


　部内でもとくに主将を崇あがめていた一派が、恥はじをかかされた主将の代わりに、自分達が和音に制裁を加え、思い上がった態度が二度ととれない身体からだにしてやると、鼻息を荒あらくしていたのだそうだ。


『……そうか』


　最悪のパターンだ。


　こんなことになるなら、もっと早くに和音と話をする時間を作るべきだったと、文人は深く息を吐く。


『落ち着いてる場合じゃないですよ。和音が連れ込まれて、もう三十分は経たってるんです。こうしてる間にも、どんな目にあってるか……。――あああ、やっぱり駄だ目めです。ぼく、玉砕覚悟で突とつ入にゅうしてみます』


　恐きよう怖ふと興奮とで半泣き状態になった声で、真が決意表明する。


『やめとけ。もう手て遅おくれだ』


『そんなぁ。文人さん、冷静過ぎます。心配じゃないんですか？』


『心配に決まってるだろう？　いいから、俺のいうことを聞け。――無駄に騒さわぎ立ててもたぶん和音のためにならない。恥をかかせるだけだ。いってる意味がわかるな？』


『……でも……』


　いますぐに助けにいきたいという真の気持ちは痛いほどわかるが、それでは駄目なのだ。


　ここを追い出されたらあとがないといっていた和音の為ためにも、事を穏おん便びんに収めてやらなければならない。


『とにかく、俺がいくまでおまえはおとなしくしてるんだ。――いいか、このことは絶対に誰だれにもいうなよ』


　心を鬼おににして、しつこく真に念を押すと、文人は近くにいた店員に、謝りながら買い物かごを押しつけ、急きゆう遽きよ学校に向かった。








「文人さんっ、早く早く」


　校門で足あし踏ぶみをしながら文人の到とう着ちやくを持っていた真は、文人の姿を認めると、そのまま空手部の部室があるほうにダッシュで走り出した。


「だから落ち着けって……」


　文人はあっさり真に追いつくと、その襟えり首くびを摑つかんでブレーキをかけた。


「おまえの気持ちもわかるが、極力、目立ちたくない。――わかるな？」


「……はい」


　うなずきはしたものの、手を離はなすと和音を心配するあまりぶっ飛んでいってしまいそうだ。


　文人は真の襟首を摑んだままで、いったん生徒会室にいった。


　生徒会長にだけ預けられている鍵かぎで開けることができる保管庫から、運動部の部室の鍵のスペアキーの束を取り出し空手部の部室へと向かう。


　運動部の部室は、校舎とグラウンドに挟はさまれた場所にあった。


　一階建てのログハウス風の建物群で、周囲を取り囲む白しら樺かばの木の効果もあって、日中はまるで避ひ暑しよ地ちの爽さわやかなバンガローのようにもみえるのだが、さすがに逢おう魔まが時とも呼ばれるこの時間帯になると、その効果も半減するようだった。


「……まずいな」


　文人が空手部の部室の前に立つと、微かすかな呻うめき声がその耳に届いた。


「文人さん、どうしましょう」


　同じ声を聞いたのだろう。


　真っ青になった真が、すがりつくように見上げてくる。


「俺の後ろにいろ。――絶対に大声は出さないように」


　真がしっかりとうなずいたのを確かく認にんしてから、文人は持っていた鍵束から空手部の鍵を探し出し、ドアを開けた。


　カーテンを閉め切っている部室の中は真っ暗だった。


　微かな呻き声が聞こえるなか、壁かべにある電気のスイッチを手て探さぐりで探し当ててつける。


「…………やっぱり」


　予想どおりの光景に、文人は額をおさえた。


　まさに死し屍し累るい々るい。


　部室の床ゆか一面にバタバタと十数人の部員達が倒たおれている。


「どうなってんですか？」


　予想していたのとはまったく途う惨さん状じように、呆ぼう然ぜんとしている真を入り口に残したまま、文人は部屋の中心に向かった。


「和音」


　和音は、大きな机の上で膝ひざを抱かかえて座っていた。


　文人が声をかけると、膝に押しあてていた顔をパッと上げる。


「俺は悪くないんだからな!!　いきなり襲おそってきたあいつらが悪いんだっ!!」


「原因を作ったのはおまえだろうが」


「んなこといったって、まさかこんなことになるなんて思わなかったし……」


　少しは反省しているのか、和音がしょんぼりと首を垂れる。


　そのシャツの胸むな元もとが大きく開き、裾すそもズボンからはみ出している。


　和音の身になにが起ころうとしていたのか、一いち目もく瞭りよう然ぜんの風ふう体ていだった。


「身体なんて、家賃程度のものだったんじゃなかったのか？」


「んなわけねーじゃん。あれは、文人だったから……。――なあ、俺、やっぱり退学になるのか？　やだよ。もう少しおまえの側そばにいたいんだけど……」


　やっぱり追い出される？　とやけに不安そうな顔で見上げられ、文人は苦く笑しようした。


　昔から、文人はこれに弱かった。


　なんとかしてくれと言外に頼たのまれると、嫌いやとはいえない。


「大だい丈じよう夫ぶだ。なんとかしてやるから」


　文人は乱れた和音の胸元を整えてやりながら答えた。


　床に落ちたネクタイも拾い上げ、とりあえず和音の胸ポケットに押し込む。


「道、覚えてるだろ？」


　最後の仕上げに、マンションの鍵を和音の手の平に落とすと、和音はぱぁっと明るく微ほほ笑えんだ。


「うん！　覚えてる。――エレベーターや電子ロックの暗証番号なんかもちゃんと覚えてるから大丈夫」


「じゃ、先に帰ってろ」


「うん」


　大切そうに鍵を握にぎりしめた和音は、ひょいっと身軽にテーブルの上から降りると、そのまま振ふり返りもせずに部室から出ていった。


「――さて、今度はこっちか……。真、そこのドア閉めろ。人にみられると厄やつ介かいだ」


「あ、はい」


　事態が飲み込めず呆然と和音を見送っていた真は、文人の声にピッと背筋を伸のばし、慌あわてて部室のドアを閉める。


　文人は気絶している部員達をひとりずつ助け起こし、活を入れて起こしながら怪け我がの程度を確かく認にんしていった。


　最後に、さっきからずっと呻り続けている部員が抱え込んでいた左ひだり腕うでに触ふれる。


「これはさすがに折れてるか。左腕でよかったな」


　ポンと左ひだり肩かたを叩たたくと、ぎゃっと悲鳴が上がった。


「骨折がひとりで、あとは打だ撲ぼく程度か。手加減してもらえてよかったな。和音が本気だったら、おまえ達三ヶ月は病院の世話になるところだったぞ。――さて、ここにいる奴やつのなかだと代表者は誰になるんだ？」


「俺だ」


　文人に目覚めさせられた気まずさのあまり、ムスッとした顔で手をあけたのは、同じ二年で隣となりのクラスの生徒だった。


「この件を学校側に報告すると、全員退学になるが、それでもいいか？」


「……鳴瀬、この惨状が眼めに入らないのか？　退学になるのは向こうだろうが」


「まぁ、確かにここまでやったら和音もただではすまないだろうが、おまえらの退学も確定だな。――寮りよう生せい活かつを送ってる生徒が半数近くいる学校だけに、強ごう姦かん未み遂すいに関する処分は厳しいんだ。ま、名目上は自主退学ってことになるらしいが。――で、どうする？」


「なにが」


「このまま報告してもいいかってことだ。空手部内での事件だから、おまえ達が退学するだけじゃきっとすまないぞ。とりあえずは廃はい部ぶを免まぬかれることができても、試合には当分出られないな。おまえ達が慕したってる主将は引退試合に出られないまま、不ふ名めい誉よな退部者を出した代の主将として引退することになるわけだ。ついでにいうと、運動部は卒業した後も上下間の繫つながりが続いてるんだろう？　この不始末を聞いたＯＢがおまえらに事情を聞きに来るかもしれないよな」


　あんな華きや奢しやな風体の奴を十数人掛がかりで襲って全員返り討うちだなんて、あまりにも恥はずかしい事態だ。部のメンツ丸つぶれ。きっとＯＢも烈れつ火かの如ごとく怒おこるだろうな。


　そう呟つぶやきながら、床にへたり込んでいる部員達をぐるりと見み渡わたすと、みな気まずそうに床に視線を落とした。


「はっきりいえよ。なにがいいたいんだ？」


　代表者の苛いら々いらした声に、文人は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。


「無かったことにしよう」


「……いいのか？」


「ああ。表おもて沙ざ汰たになれば、おまえ達だけじゃなく和音だって困るからな。とりあえず無傷だし、非はあいつにもあるから、それで手打ちにしたい。主将に対する非礼は、あいつにちゃんと詫わびさせる。――それで文句無いな？」


　文人の声に、部員達は一様にうなずいた。








「和音って、もしかしてもっの凄すごく強いんですか？」


　骨折した部員をタクシーに押し込んだあとで、それまで黙もく々もくと文人の指示に従うばかりだった真がおそるおそる聞いてきた。


「まあな。俺と同じ師し匠しようについて修しゆ業ぎようしてたし、半はん端ぱじゃなく強い」


　本宅が都心にあるにもかかわらず、幼い頃ころの文人が和音の隣の家で暮らしていたのには、母親同士が友人だったこと以外にも、もうひとつの目的があった。


　その理由が武術を体得すること。


　並はずれた大金持ちだった文人の母は、自身も幼い頃から何度か誘ゆう拐かいされかかった経験があったために、文人を大たい抵ていのことでは負けない強い男に育てようとしていた。


　その為ために、空手や柔じゆう道どう、合気道など、そこら辺に溢あふれていて攻こう撃げきの型が知れ渡わたっているメジャーな武術ではなく、昔から細々と受け継つがれているようなより実じつ践せん的で意外性のある格かく闘とう技ぎを身につけさせなければと考えた。


　そして彼女の望みに一いつ致ちする武道家が、幼い頃に文人が過ごしたあの町にいたのだった。


　噓うそか本当か定さだかではないが、その格闘技は戦乱の時代から伝わる体術だとかで、ひとりで多数を相手にすることを想定された、実践的で無む駄だのないスタイルの古武術だった。


　自分の身体からだを鍛きたえ、その動きを自分でコントロールしていくのはけっこう楽しい体験だった。


　嬉き々きとして道場に通う文人を、「文人ばっかり、ずるい」と和音は酷ひどく羨うらやましがった。


　ピアノを弾ひく指に怪我をさせるわけにはいかないと周囲の人間は総出で和音を諫いさめたのだが、我が儘ままだった和音がいうことを聞くわけが無い。


　最終的には、腕うでをつかう攻撃は肘ひじまで、その先はつかわないという条件で、和音も文人と共に師匠のもとに通うようになったのだ。


　身体を勤かす能力に関してはふたりとも優すぐれていたから、その後の成長ぶりはめざましかった。


　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで遠えん慮りよも配はい慮りよもない性格が幸いしたのか災わざわいしたのか、他人への攻撃にいっさいのためらいをもたない和音の成長ぶりは特にめざましかった。


　さらには困ったことに、怒ると見境がない性格のせいで、身につけた武術で何度か暴力事件までやらかした。


　あの頃は、和音に武術なんて習わせなきゃよかったんだと何度も後こう悔かいしたものだが、いまになってみると結果的にはこれでよかったのかもしれないと思える。


（手加減することを覚えたんなら、上等だ）


　いい方向にも、それなりに成長しているらしい。


　文人がホッとしていると、


「だから、文人さんは焦あせってなかったんですね」


　と、同じようにホッとした声で真がいう。


「まあな」


（内心では焦ってたがな）


　文人は曖あい昧まいな笑みを浮かべた。


　正直いって、和音が手加減できるなんて思っていなかった。


　ひ弱だった子どもの頃ならともかく、そこそこ成長したいまの和音が本気になっていたら、救急車が五台以上は必要になっていたはずだ。


　そんな派手な事態になっていたら、どんな手を使っても和音の退学は免れなかったはず。


　だから、寮りように向かったときは、大事になっていなければいいと祈いのるような気持ちでいっぱいだった。


（仕方ない――）


　文人は、和音が転校して以来、ずっとその姿を目で探していた。


　その言動に一いつ喜き一いち憂ゆうし、振り回され続けて……。


（――もう、認めるか）


　なんだかんだと理り屈くつをつけて誤ご魔ま化かそうとしても、結局のところ自分は、いま目の前にいる和音を求めているのだ。


　そんな自分の気持ちを認めると、心がすっと軽くなった。




８







「文人、おっかえりー」


　家に帰ると、風ふ呂ろ上がりでピンク色に上気した頰ほおに満面の笑みを浮かべた和音が、バスローブを羽織っただけの姿で、玄げん関かん先さきまで飛び出してきて出で迎むかえてくれた。


「……いい身分だな」


　自分が引き起こした騒そう動どうの結末も知らないくせに、上じよう機き嫌げんでいられる和音の単純さに呆あきれて文人が皮肉る。


「だって、しょうがねーじゃん。あいつら汗あせばんだ手でベタベタ触さわってくっから、なんかばっちいような気がしたし……」


「はいはい、わかったよ」


「で、どーなった？」


「お互たがい退学はごめんだってことで痛み分けで示談成立。ただしおまえは、空手部の主将に一言あやまりを入れること」


　わかったか？　と聞くと、和音は嬉うれしそうに何度もうなずいた。


「やっぱ、文人は頼たよりになるな」


「そうか？」


　喜ぶ和音をまとわりつかせながら、とりあえずソファーに座る。


「文人、疲つかれてる？」


「ちょっとな」


「あ、じゃあ、俺、コーヒーでも淹いれてやろうか？」


「…………いい。指に火傷やけどされたら困る」


　断ったら、和音は途と端たんに萎しおれた。


「じゃあ、冷蔵庫から水取ってきてくれるか？」


「うん」


　ぺたたたっと裸足はだしの軽い足音がキッチンヘ消え、すぐに同じ勢いで戻もどってくる。


「ほい、ペリエ」


「ありがとう」


「他ほかには？　やって欲しいこととかないか？」


　ソファーの脇わきに立ったままで、和音がいう。


「俺、なんでもやるから。だからさ、このままこの家においてくれよ。なー」


　このままだと、また聞きたくもない取引めいた台詞せりふを和音に口走られそうだ。


「じゃあ、とりあえず座ってくれ」


　一度ゆっくり話をしようと思って文人がそう促うながすと、なにを思ったか、和音は文人に向かい合うようにしてその膝ひざの上に座った。


「……なにを考えてるんだ。おまえは……」


「どうやったら文人と一いつ緒しよに居られるかなって考えてる」


　肩かたに手をまわし、首筋に唇くちびるを寄せてくる和音を、文人はべりっとひっぺがした。


「それで家賃代わりに俺と寝ねるって？　まったく、どこでそんな馬ば鹿かな取引の仕方を覚えてきたんだ？」


「叔父おじさんちだよ」


「な……に？」


　和音があっさりと告げた言葉に、文人は絶句した。


　が、すぐにあの夜の和音の未熟さを思い出して、とりあえずは胸を撫なで下ろす。


「叔父さんにそういうことをしろって教えられたのか？」


「違ちがう。――叔父さんちにさ、二歳年上のや～な従兄弟いとこがいて、そいつがいったんだよ。これからもこの家にいたいんならいうこと聞けって」


「で？」


「住む家が無くなったら困るから我が慢まんしようと思ったんだけどさ、ベタベタ触られたら、なんかものすご～く気色悪くて吐はき気がしてきて、つい我慢できずに……」


「蹴けり倒たおしたか？」


「……うん。やわだよなぁ。半年入院だってさ。そんでさ、そいつがホントやな奴やつでさ、自分から俺に手を出そうとしたくせに、俺が一方的に暴力ふるったみたいなことをいったもんだから、叔父さん達が激げき怒どして、こんな凶きよう暴ぼうな奴はおいとけないって……」


「追い出されたと？」


「うん、そう」


「なるほど……」


　先ほどの一件で、和音が空手部の部員達に手加減したのはそのせいだったんだろう。


　自分を傷つけようとする相手を思いっきりやっつけたせいで家を追い出されるという痛い経験をしたから、今度は追い出されないようにと手心をくわえた。


（わかりやすい奴）


　経験を積んで学習はしたようだが、根本的なところは昔からまったく変わっていない。


　少しばかりせこい知ち恵えを付けてしまったが、ここにいるのはどうやら昔のままの和音だ。


（全然変わってないじゃないか）


　嬉しくて思わず笑えみを浮うかべると、「人の不孝を笑うなよ」と和音に文句をいわれた。


「ああ。わるい」


　和音にとって、同じ家の中に色気をみせる人間がいたことは確かに不孝だったに違いない。


「その従兄弟、おまえが武術をやってるってこと知らなかったのか？」


「うん。叔父さんの家にいってからは、ずっと良い子にしてたから喧けん嘩かもしなかったし……」


　おとなしくしていた和音の見た目の綺き麗れいさに騙だまされて、手を出そうとして返り討うち。


　同情してやるつもりはこれっぽっちもないが、その従兄弟が、あまりの情けなさに真実をいえなかった気持ちはわからなくもない。


「なぁ、俺、この通りの美人だしさ、寮にいると、また今日みたいなことが起こるよーな気がしねー？」


「まぁ、そうだろうな」


　年とし頃ごろの男ばかりがいるあの寮で暮らすには、確かに和音は綺麗すぎる。


　今回のように和音がわざと気を惹ひくような真ま似ねをしなくとも、黙だまってさえいれば繊せん細さいで綺麗なその容姿に、勝手に惹き寄せられてしまう輩やからはいるだろう。


　和音は、たぶんこのままでいけば、その場に居るだけで寮内にトラブルを引き起こす存在になってしまうに違いない。


「だったらさ、俺をここに置いてよ。真みたいのが好みのタイプだっていうんなら、がんばってあーいう風に振ふる舞まうしさ。なあ、いーだろ？」


　和音は文人の膝の上に乗ったままで、ゆさゆさと文人の肩を揺ゆさぶった。


「……なぜそこで真なんだ？」


「だってあいつ、文人のお気に入りなんだろ？」


「それはそうだが、あくまで弟みたいなものだ。好みとは関係ないぞ」


「なんだ、そっか。――ちぇ、なんだよ。研究損だ」


「研究損って……。まさか、その為ために真に急接近してたっていうんじゃ」


「うん、そーだよ。時間の無む駄だだったけどな」


　あっけらかんと和音が答える。


「…………おまえ、そんなことばっかやってると友達できないぞ」


　頭が痛い。


「いいよ別に。文人がいるし……。なぁ、俺をここに置いてよ。いいだろ？」


「ここにいたって同じだろうが。また俺にベタベタ触られるぞ」


「文人ならいいっていってんだろ？　もう、何回いわせんだよ」


　和音はぷっくりと下した唇くちびるを突つき出した。


「いまはそうでも、いずれ我慢できなくなるかもしれないだろ？　俺だって、いきなり蹴り飛ばされるのはごめんだしな」


　どうしようか、と文人がわざと考えるふりをしたら、和音は「ひでー」とさらにふてくされる。


「俺、昔っから、なにがあっても文人だけは蹴ったりしなかったじゃないか。――覚えてねーの？」


「覚えてるさ」


　確かにそうだった。


　子どもの頃ころから乱暴者だった和音だが、溺でき愛あいしてくれていた両親は当然として、文人にも――迷めい惑わくをかけることはあっても――その攻こう撃げき性を向けることはなかったのだ。


「それにさ、我慢なんかしてねーぞ。俺、いますぐにだって文人とやりてーもん」


「そうなのか？　どうしてだ？」


「決まってんじゃん。すんげー気持ちよかったからさ」


「………あ、そう」


　望んでいたものとはまったく違う答えに、文人は思わず額をおさえた。


（気持ちよかったからって……）


　もっと違う理由をいって欲しいと思うのは、いまの和音に対しては贅ぜい沢たく過ぎる望みなんだろうか？


「けだものじゃないんだから、気持ちいいって理由だけで寝るのはどうかと思うぞ？」


　ついでにいうと、自分が大人の玩具おもちや扱あつかいされているようでたいへん面おも白しろくない。


「なんか文人、さっきからすげーやな感じ。俺を追い出したがってねーか？　なぁ、もう俺のこと嫌きらいになっちゃったのか？」


「………そうだな」


　再会するまでは、悪夢呼ばわりができるぐらいには嫌いになったつもりでいた。


　おまえなんか知らないといわれ、もう自分は和音に必要とされていないんだと思い知らされたあのとき、文人は幼いプライドに命じられるままに和音との楽しかった思い出を意識的に封ふうじてしまっていたから……。


「マジで？」


　なにげなく呟つぶやいた文人の言葉に、和音の頰ほおがすうっと白くなる。


「文人、俺が嫌いなのか？」


「あ、いや。そういう意味じゃない」


「じゃ、好きか？　なあなあ、どっちなんだよ？」


　和音はじれったそうに、文人の肩に手をかけるとまたしてもゆさゆさと揺さぶった。


（……なんて落ち着きのない）


　もう少し落ち着いて、ムードのある状態で告白させてくれてもよさそうなものなのに……。


（まあ、和音らしいか）


　自分の不安を解消するのが先決なんだろう。


　困ったことに、そういう自分勝手な態度ですら可愛かわいいと思ってしまっている自分を自覚して、揺さぶられながらも文人は苦く笑しようしていた。


「答えるから、ちょっと落ち着け」


　両手首をつかんで、和音の動きを封じる。


「焦じらすなよ、早くいえ」


　腕うでを封じられた和音は、コツんとおでこをぶつけてきた。


「……好きだよ」


　両手首を離はなし、和音の頰を両手で包み込むようにして琥こ珀はく色の瞳ひとみをみつめながら、文人は告げた。


　他ほかの誰だれより、和音が可愛い。


　誰よりも愛いとしいと思っている。


　一いつ緒しよにいられるのなら、どんな迷惑をかけられても、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれてもかまわない。


　文人は、真しん剣けんにそう続けようとしていたのに、最初の一言で「だよなっ！」と一気に有う頂ちよう天てんになった和音にスリスリとすり寄られてその機会を逃のがしてしまった。


（――こりゃ駄だ目めだな）


　相手が悪過ぎて、まっとうな告白はできそうにない。


「………嬉うれしそうでよかったなぁ、和音」


　諦あきらめた文人は、和音の背中をぽんぽんと撫なでてやった。


「――で、おまえは？　俺をどう思ってるんだ」


　一いち抹まつの不安を感じつつ、文人は聞いてみた。


「好きだよ。決まってんじゃん」


　文人が望んでいた答えを、和音があっさりと口にする。が、


（…………本当か？）


　不安的中。


　あまりにも軽々し過ぎる告白を、文人はすんなりと信用する気にはなれなかった。


　相手が和音だけに、チョコレートが好きだとか猫ねこが好きだとか、その程度のレベルの『好き』なんじゃないだろうかと非常に不安なのだ。


「信用してねーの？」


　文人の表情を読んだのだろう。和音は不満そうだった。


「和音の場合、好きのレベルが信用できないからな」


「やな感じ。好きっつったら好きなんだよ。他にどういえっての？　――だいたいさ、この俺が嫌いな奴やつ相手に、こんなことできると思うか？」


　いうやいなや和音は、両手で文人の頰をつつんで勢いよく唇くちびるを押しあててきた。


「てっ……」


　あまりにも勢いのいいキスに、互たがいの歯があたり痛みが走る。


　ふたりは、すぐに離れて、お互いに口元をおさえる。


「下手くそ。一晩かけて教えてやったのに、全然学習してないじゃないか」


「うっせー」


「――こうやるんだ」


　恥はずかしそうにふてくされる和音を引き寄せて、もう一度キスをする。


　ふっくらとした下唇の感かん触しよくを唇と舌先で楽しみ、舌を絡からめ取り深く愛あい撫ぶする。


「……っ……んん……」


　キスが深くになるにつれ、和音の身体からだが柔やわらかくほぐれていく。


「――ここに置いてやるよ」


　長いキスのあと、文人は唇を離すと、腕のなかでふにゃんと力が抜ぬけた和音を抱だき寄せて耳元で囁ささやいた。


「いいの？」


「ああ。いいよ」


　とはいえ、和音のいうところの『好き』が恋れん愛あい感情に基づくものなのかどうかは、いまいち確信が持てないままだ。


　だが、いまいち言動がお子さまな和音にむりやり問いただしかところで、納なつ得とくできる返事を得ることはできないだろう。


　それでも、いまの和音が心から自分を必要としていて、特別な存在だと思ってくれていることだけは確信できる。


　とりあえず、いまはそれで満足してやるかと、文人は思う。


「やった。文人、すきー」


「はいはい。――おまえがなにをやらかすかって離れたところで心配するより、手元においといたほうが安心だしな」


「大だい丈じよう夫ぶだって。学校じゃ文人に迷惑かけないように、ちゃんと良い子にしてるからさ」


「だといいけどな」


　嬉しそうに肩かたに頰をすり寄せる和音の髪かみを撫でながら、和音の『好き』が自分と同じ恋愛感情だと確信できる目が、なるべく早く来ることを文人は祈いのっていた。








　キス一つでふにゃんとして、すっかりエッチモードに入ってしまった和音のリクエストに応こたえるべく、きらびやかで広過ぎて落ち着かない居間から自分の部屋へと移動した。


「……ふふ………っ……」


　なめらかな象ぞう牙げ色の肌はだの感触を手の平で楽しむと、和音はくすぐったそうに身をよじる。


「っ……。くすぐんなよ、もう」


「いや、くすぐってるつもりはないんだが」


　くくくっと喉のどの奥を鳴らしながら文句をいう和音に、文人は苦笑する。


　一度くらいの経験では、未熟な身体が劇的に変化することはないんだろう。


　くすぐったがって震ふるえているこの身体が、自分の腕のなかで艶つややかに目覚めていく。


　年上の経験豊かな女とばかり寝ねてきたから、和音のこういう反応は、けっこう文人には新しん鮮せんで刺し激げき的だった。


　だが笑ってばかりいられても困るから、もう一度深くキスをして笑い声を黙だまらせた。


「……ふっ……ん……ん……」


　肩に絡からんでくる和音の長くしなやかな指を取り、唇で触ふれる。


　その指先の柔らかさに、文人は少し悲しくなった。


「本当に、もうピアノは弾ひいてないんだな」


「……うん。父さん達が死んでから、ほとんど鍵けん盤ばんには触れてない」


　和音も瞳を開けて、文人の手の中にある自分の指をみる。


「もう弾きたくない？」


「……文人が聞きたいっていうんなら、もう一回弾いてもいーけど……」


「おまえはどうしたいのかって、聞いてるんだが」


「俺は……だって、前みたく弾けないから……」


　和音は寂さびしそうに呟つぶやくと、文人の眼から指を隠かくすようにギュッと手を握にぎる。


「指に怪け我がでも？」


「それはない。――ただ、叔父おじさんちに引き取られたばかりの頃ころに、一度だけ沢たく山さんの人の前でピアノを弾けって命令されてさ」


「弾いたのか？」


「………弾いたけど、鍵盤叩たたくたび、なんかすげー気持ち悪い音がしてさ、我が慢まんできずに演奏の途と中ちゆうで吐はいちやって……。それ以来、怖こわくて弾いてねーんだ」


「そうか」


　それは、文人にとってはすんなりと納得できる話だった。


　幼い頃に聞いた、キラキラと楽しげに弾はずむ和音のピアノの音色は、和音の感情そのままだ。


　両親を失ったばかりで悲しみも癒いえず、新しい環かん境きようにも慣れていなかっただろうその当時の和音に、あのキラキラした音色を紡つむぎ出すことなどできっこない。


　吐き気がするほどに気持ち悪い音色だったと和音はいったが、当時の自分自身の不安定な感情をダイレクトに耳で感じとったのだろう。


　気持ち悪くて当然だ。


　甘やかされて我が儘ままに育っていたせいで、あの頃の和音は、あまり心が強くなかったのだから。


（いったい、どういう人なんだろう）


　文人は、混乱と悲しみが収まっていなかっただろう当時の和音に、ピアノを弾けと強要した叔父の人ひと柄がらに不信感を覚えた。


「あの、でもさ。ホントに文人が俺のピアノを聞きたいっていうんなら、もう一回我慢して――。……ん」


　文人は、悲しくなるようなことを一いつ生しよう懸けん命めいにいおうとする唇をふさいで黙らせた。


「――我慢しなくていい」


　澄すんだ琥こ珀はく色の瞳ひとみを覗のぞき込んで、強くいう。


「確かに俺は和音のピアノをもう一度聞きたいと思ってる。でも嫌いやなら弾かなくていい。和音は和音らしく好き勝手にしてていいんだ」


　手首を取り、ギュッと握りしめられたままの和音の手を自分の頰ほおにおしあてる。


「ホントに？　良い子にしてなくても追い出したりしねーか？」


　酷ひどく不安そうな顔で和音が念をおす。


（ああ、そうか……）


　環境が、和音を変えたんじゃない。


　変わってしまった環境に、和音はただただ不安でずっと怯おびえていただけだ。


　両親の死と同時に自分の居場所を無くし、居い心ごこ地ちが悪かったという叔父の家で窮きゆう屈くつに暮らし続ける間も、ずっと……。


　不安だからこそ、こちらの顔色を窺うかがうし、卑ひ屈くつにもなる。


（猫ねこを被かぶっているんじゃなく、良い子……か）


　和音が何度も使った言葉。


　猫を被るというのは、表面上はおとなしいふりをして本ほん性しようを隠して周囲を騙だます行こう為いだ。


　だが、和音がいうところの『良い子』は、たぶん、周囲の顔色を窺って相手が望むような態度をとり続けること。


　和音には、騙しているつもりなんてこれっぽっちもなかったのだ。


　ただ『良い子』にしていないと受け入れてもらえないという強きよう迫はく観かん念ねんにかられて、怯えて萎い縮しゆくしていただけで……。


　そんな単純なことにも気づけずに、不安がっていた和音を一度は追い出してしまったことが酷く悔くやまれた。


「追い出したりしない。安心しろ」


　ギュッと握り込まれていた和音の指が、ほころぶように開いて頰に触れた。


「……そっか、よかった」


　ホッとして柔らかくなった表情が、胸に痛い。


　みていられずに眼めを伏ふせ、和音の手の平に唇くちびるで触れる。


「……や……」


　そのまま手首に唇をすべらせると、和音はくすぐったがって身をよじり、喉の奥を鳴らした。


（可愛かわいいな）


　笑い声につられてみた和音の笑えみに、心が和なごむ。


　不安も悲しみも戸と惑まどいも、和音には似合わない。


　和音が望むのなら、安心して微ほほ笑えんで過ごせるよう、どんなことでもしてやれるような気がする。


（どうせなら、もっと笑わせてやれ）


　手っ取り早く完全にエッチモードに切り替きえる方法もあるのだが、腕うでのなかでくすぐったいといって笑う和音の姿をもう少しみていたかった。


（ここら辺かな）


　耳に息を吹ふきかけ、指の先でそろそろと脇わき腹ばらを撫で上げる。


「や……っ」


　効果覿てき面めん、首をすくめた和音は、両手で文人を押しのけるようにして、くくくっと笑った。


「くすぐんなってば」


「くすぐってないって。そう思うのは、おまえが未熟だからだ。普ふ通つう、こんな風にされると気持ちいいはずなんだがな」


　いや、もしかしておまえが鈍にぶいだけか？　などとしれっと嘯うそぶきながら、さらに攻こう撃げきをくわえる。


「ちょ………たんま。――もう、笑い殺す気か」


　和音は笑いながら、脇腹をくすぐる文人の手をつかんで止めた。


「安心しろ。おまえみたいに倣ごう岸がん不ふ遜そんな奴やつは、そう簡単には死なないさ」


　悪戯いたずらをする指の動きを封ふうじられた文人が耳元で囁ささやくと、和音はピクッと身体からだを震わせた。


「そう……かな…」


　言葉の選び方を間ま違ちがえたと後こう悔かいしても、時すでに遅おそし。


「だから……置いてかれちゃったのかな」


　死という言葉で、両親のことを思い出してしまったのだろう。


　和音の顔から、すうっと笑みが消えていく。


「おまえは？　おまえは死なないよな？」


　まるで無表情な人形のような顔のなかで、大きく見開かれた瞳だけに微かすかな怯えがみて取れる。


「いきなり居なくなって、俺をひとりぼっちにしないよな？」


「大だい丈じよう夫ぶだ。……俺はここにいるから」


　怯えて硬かたくなった頰に、唇で触ふれる。


「絶対だぞ」


「ああ、絶対。――不安だったら、いつでも手を繫つないでやるから……」


　和音に握られていた手を逆に強く握りかえすと、和音の手にも力が戻もどった。


「……手を繫いでれば、置いてかれないですむかな」


「おいおい、置いていくのは、いつもおまえのほうだったろうが？　おまえがいつもひとりで走っていくから、俺はそのあとを追いかけなきゃならない羽目になってたんだ」


「そうだったっけ」


　和音はバツが悪そうにとぼける。


「そうだ。おまえが働いた悪事の後始末をするのがどうやら俺の宿命みたいたしな。おまえが世間の皆みなさまの迷めい惑わくにならないよう、いつも眼を光らせているから覚かく悟ごしとけ」


「犯罪者扱あつかいかよ。ひでー」


　不満そうに突つき出された下した唇くちびる。


「自じ業ごう自得だろう」


　ふっくらと柔やわらかそうな唇に引き寄せられるまま、舌先で唇に触れる。


　感かん触しよくを楽しんでいると、いきなりパクッと和音に舌をくわえられた。


（……色気のない。――まぁ、でもこの間よりはマシか）


　ぎこちない和音の愛あい撫ぶに、笑みがこぼれる。


「……ふぅ……ッ……」


　深く唇をあわせなおし、舌を甘く絡からめる。


　キスを楽しみながら、いつもの癖くせで身体のラインに手をはわせたら、どんどんと肩かたを叩たたかれた。


「っ……。もう、くすぐんなってば！」


　唇を離はなした途と端たん、和音が苦情をいう。


「いや、くすぐってるつもりはないんだが……」


　ここまでくすぐったがるのは、きっと敏びん感かんな証しよう拠こ。


　くすぐったいという感覚が快感へと上手うまくシフトしてくれるようになるまでの辛しん抱ぼうだ。


　そう思いはしても、本気でふてているらしい和音の表情に、さすがに文人も困った。


「いい加減遊んでないで、この前みたいにちゃんとエッチしようぜ。じらすなよ、なぁ」


「…………そんなにこの前のが気に入ったのか？」


「うん。すげー気持ちよかったし、なんか安心したしさ」


「――安心したって？」


　興奮してもらわないことには、こちらの立場が……。


「うん。とくに文人がなかにいるとき。一番近くに居るって感じがするからさ」


（なんだ、そういうことか）


　文人は胸を撫なで下ろす。


　どうやら、はじめての体験で味を占しめて、ただやりたがっていたわけじゃないらしい。


　身体だけじゃなく心で求めてくれているとわかって、和音がひどく愛いとしくなった。


「だからさ、早くやろうってば」


「そうだな。俺も、はやく和音のなかにいきたい」


「やったっ」


　ぎゅううっと首にしがみっかれる。


「和音、そんなにしがみつかれたら動けない」


「あ、そっか」


　わり、と謝る和音の唇にもう一度軽いキス。


　頰ほおや顎あごにキスを落としてから、しなやかな首筋にも唇で触れたかったが、くすぐったがられる危険性が大なのであとの楽しみに取っておいて、ダイレクトに胸むな元もとの赤い実をくわえる。


「……ふっ……」


　赤い実を舌先でなぶりながら、くすぐったがられないよう手の平で強めに肌はだに触れる。


「……あっ……ん」


　身体のラインに沿ってすべらせた手で、太ふと股ももを撫でて足を開かせ、肝かん心じんな部分に触れる直前で止めた。


「今度はくすぐったくないか？」


　密着した身体から和音の反応は充じゆう分ぶんに窺うかがえるのだが、直接聞いてみたかった。


「うん。……なんかむず痒がゆいけど、痺しびれるかんじ。……なぁ、文人の手、電気でてる？」


「まさか」


　とろんとした表情が可愛かった。


　ご褒ほう美びに、大きくなりかかっていた和音を握にぎり込み、軽くしごいてから、親指で先を剌し激げきしてやる。


「……あっ。……や……だ」


「うそつきだな。こんなになってるのに……」


　先から零こぼれ出ている液が親指にぬるりとした感触を与あたえている。


　しがみついてきた和音の耳元に囁きかけながら、さらに強くしごくと、和音は身体を震ふるわせながらまたしても、やだやだと首を振ふる。


「嫌いや？　嫌ならやめるよ」


　それは、たぶん不慣れな快感に対する戸と惑まどいからの言葉なんだろう。


　この前よりも、ずっと素す直なおな反応で嬉うれしい。


「あ……。だめ」


　調子にのった文人が、堪こらえ性しようがない爆ばく発はつ寸前のそれから手を離すと、和音は切なそうな顔で身体をすり寄せてきた。


「……いやじゃないんだろう？」


「う……ん」


「和音、そういうときは『もっと』とか『いい』とかいえばいいんだ。――おねだりは得意だったろうが？」


「……文人、音より意地悪になった」


　和音が恨うらめしそうに見上げてくる。


「いっもはこっちが振り回されてるんだから。お返しだ」


　文人はちょっと意地悪い笑えみを浮うかべながら、再び和音を握り込む。


　反応を確かめながら、指で形をなぞり、強くしごく。


「……ッ……ぅふ………」


　震えながらしがみついてくる和音の耳元にキスをして、身体からだをずらし、手のなかでビクビクと震えているそれに唇くちびるで触れた。


「あっ……んん……っ……」


　すぐにいかれては面おも白しろくない。


　焦じらすように、ちょろちょろと舐なめ上げる。


「………ふ……文人……っ」


　悪戯いたずら心ごころを起こして、唾だ液えきで湿しめらせた指でうしろの入り口をそろりと探さぐると、口のなかのものも震えた。


　指を入れ、なかを探る。


「……やぁ……あんっ――――!!」


　指を増やし、内ない壁へきを確かめるように指先でぐるりとかき回すと、和音は身体を反り返らせて放った。


　ビクビクンと跳はねる身体を押さえ込み、すべてを飲み干す。


　中に入れたままの指をゆるりと動かすと、和音の身体がまた震えた。


「もんど……いい……いいから早く……」


「早く……なに？」


　文人は身体を起こし、潤うるんだ和音の瞳ひとみを覗のぞき込む。


「なか、いれて……。はやく」


　いったばかりで朦もう朧ろうとしているのだろう。


　上気した頰と、舌っ足らずな言葉が可愛かわいい。


　指を引き抜ぬくと、自分から腰こしを浮かせてすり寄ってくる。


「おまえ、最高だよ」


　全身で求めてくるさまがたまらない。


　文人は、求められるまま、狭せまいそこにゆっくりと自分をねじり込んでいく。


「……うっ……ん……」


「辛つらいか？」


　すべてを収め、動きを止めて和音の表情を窺う。


「ううん。へいき。もっと、きて……」


　――もっと文人を感じさせてよ。


　甘い吐と息いきとともに吐はき出されたその言葉に、文人の理性が飛ぶ。


　身体が馴な染じむようにゆっくりと抱だいてやるつもりだったのに、自らの衝しよう動どうを堪こらえきれなくなって、文人は深く突つき入れた。


「……くっ……」


「あっ――あっ……ああ……」


　深くうがつたび、和音が声を漏もらす。


　その声の甘さは演技じゃない。


「……和音……いい…か？」


「ん……いい。もっと……あ……あ……ああん……」


　女のようには柔やわらかくないが、しなやかで、どこまでも深く受け入れてくれる身体。


　なめらかではりのある象ぞう牙げの肌は、汗あせでしっとりと潤んで光を弾はじく。


　甘い声に煽あおられ、しがみついてくる腕うでにせがまれるまま、文人は和音の熱い身体に溺おぼれていった。




９







　翌朝、文人は腕に絡からまって丸くなっていた和音を起こさないよう、そっとベッドを出た。


　身み支じ度たくを終えてから、覚かく悟ごを決めて和音を揺ゆり起こすと、眼めを開けた途と端たん、予想どおり和音はぷっくりと下した唇くちびるを突き出した。


「なんで制服着てんだよ。今日、土曜日だろ」


「生徒会の都合で先生方と打ち合わせがあるんだ」


「そんなのサボればいいじゃん。――文人、俺と一いつ緒しよに居たくねーの？」


　居たいよな？　と小首を傾かしげて、和音が甘く微ほほ笑えむ。


「それとこれとは別」


　文人は苦く笑しようした。


「良識のある人間は、サボりなんて恥はずかしい真ま似ねはしないんだ」


「けっ、や～な感じ」


　あからさまに和音はふてくされた。


　そっぽを向く和音に、身支度をしたらダイニングに来るようにと言い置いてから、文人は部屋を出た。








　しばらくすると、キッチンで朝食の準備をしていた文人の耳に微かすかなピアノの音が届いた。


（和音が……）


　音のするほうにいくと、ピアノを置いていた防音室のドアが完全には閉しまらずに少しだけ開いている。


　レバーを引き部屋の中を覗くと、身体に毛布を巻き付けただけの格好で、和音がピアノと格かく闘とうしていた。


（これは酷ひどいな）


　長いブランクが、指の動きを鈍にぶらせたのだろう。


　何度も何度も指がつかえ、音が途と切ぎれる。


（………この曲、もしかして、月の光か？）


　つかえながらも聞き慣れたメロディーが少しだけ繫つながって聞こえた。


　ドビッシーの『月の光』は、幼い頃の文人がよく和音にリクエストしていた曲たった。


　静かに降り注ぐ月の光を連想させる、幻げん想そう的で詩的な曲だと評価されているこの曲も、和音の指にかかると、一転してキラキラと騒さわがしくも楽しい曲になる。


（ああ、そうか。あの祭りの灯あかりは、これだったか）


　切れ切れのメロディーから、かつて聞いた懐なつかしい音色を思い浮かべた文人は、ふとそんなことを思う。


　夏祭りの夜、ふたりで社の上に登ってべっこう飴あめ越ごしに見下ろした、キラキラと宝石のように輝かがやく無数の裸はだか電でん球きゆうの灯り。


「あー、むかつくっ!!」


　いきなり怒ど鳴なった和音が、がーんと両手で鍵けん盤ばんを叩たたく。


　和音はバイエルなどの基き礎そをすっ飛ばし、最初から楽がく譜ふじゃなく母親の弾ひくピアノの音で曲を覚えて弾いていた。


　耳で覚えた音のとおりに、勝手に指が動くのだというのを聞いたこともある。


　それだけに、曲は覚えているのに指が思いどおりに動かないという状じよう況きようは、かなりのストレスに違ちがいない。


「五年近く弾いてなかったんだから、急に弾こうったって無理だろう」


　いままで気づいていなかったのだろう。


　文人が声をかけると、和音はビクッと身体を震ふるわせた。


「…………いまの聞いてた？」


「聞こえたんだ。聞かれたくなかったら今度からはきちんとドアを閉めるんだな」


「そーするよ。――情けねーなぁ、もう」


　和音はしょんぼりとうなだれる。


「我が慢まんしなくていいっていっただろう？　無理に弾かなくていいんだぞ」


「別に無理なんかしてねーよ。――ただ、さ。上手にピアノが弾けたら、文人出で掛かけないんじゃねーかとちょっと思っただけでさ。それなのにさっぱり指がうごかねーんだもん。それになんだよこのピアノ、古すぎだってーの。腐くさってんじゃねーの？」


　艶つややかな木目に刻み込まれた彫ちよう刻こくが特とく徴ちよう的な古いピアノの脚あしを、和音は椅い子すに座ったままで蹴けりとばした。


「…………和音、そのピアノ、お袋ふくろのアンティークコレクションだぞ」


　文人は頭痛を感じて、額をおさえる。


「……高い？」


「百年以上前の特注品。たぶん一千万程度だとは思うが」


　和音の視線が、自分が蹴ったピアノの脚の彫刻にじいっと注がれ、「平気だ、欠けてない」と露ろ骨こつにホッとした声が零こぼれた。


「もうピアノに八つ当たりするなよ。地道に練習するしかないんだから」


「練習して動くようになるかな」


「なるさ。――ところで和音、吐き気は？」


「へ？　ああ、全然感じねーよ。なんだ、もう平気なんだ」


　和音は自分の両手をみて、本当に嬉うれしそうに微笑む。


　そんな和音をみて、文人もまた嬉しかった。


（よかった。これなら大だい丈じよう夫ぶだな）


　和音のピアノの音は和音の感情そのもの。


　何度もつっかえて曲にさえなっていなかったが、さっきの和音の音色に、文人はかつての幼い日の和音の音色の片へん鱗りんをみつけた。


　和音の指が昔どおりに動くようになった頃、心もまた完全に癒いやされてくれていればいい。


　自分の手で癒してやれたらと願う。


「さて、そろそろ朝食を食べてくれないか？」


　とりあえず和音に食べさせてからでないと家を出ることもできない。


　文人が促うながすと、


「ケツが痛くて歩けねーよ」


　和音が両手を差し伸のべてくる。


（おいおい、歩けないならどうやってこの部屋まで辿たどり着いたんだ？）


　そう突つっ込めばさらに出発時間が遅おくれそうで、文人は苦く笑しようしつつも和音の望むようにしてやることにした。


「これでいいか？」


　身長のわりに軽い身体からだをひょいっと抱だき上げてやると、和音は文人の首にしがみつきながらくくくっと喉のどの奥で微かに笑った。


「どうした？」


「ガキの頃じゃ、こうはいかなかったなと思ってさ」


「確かに……」


　あの頃はほとんど同じ体格だったから、お姫ひめ様抱っこなんてとんでもない話で、おんぶですら長時間は厳しかった。


　もう歩きたくないと駄だ々だをこねる和音の手を引っ張って、宥なだめながらむりやり歩かせたことも何度かあったぐらいだ。


「大きくなるのも、悪いことばっかじゃねぇよな」


「そうだな」


　別れてから再会するまで、和音が叔父おじの家でどんな想おもいを抱かかえて生きてきたのか想像するのは難しくない。


　良い子を演じ続けていたのなら、心から楽しいと思えることもそうなかっただろう。


「おまえの心がけ次し第だいで、これからは楽しいことがいっぱいあるさ」


「うん。――文人とこういうこともできるし……」


　微笑んだままの和音が「ん」とキスをねだった。


　ねだられるまま唇くちびるに軽いキスを落とすと、和音はおかえしとばかりに首筋に腕うでを絡からめ耳元に唇を寄せてくる。


　しなやかに絡む腕と唇の感かん触しよくが、ひどく愛いとおしい。


　文人は一いつ瞬しゆんだけ流されかかったが、はたと我に返り、身体を反らせて和音から逃にげた。


「……おまえ、いま、目立つところにキスマークをつけようとしただろ？」


「ちっ。学校にいけないようにしてやろうと思ったのに……。文人のケチ」


「ケチって、そういう問題じゃないだろう」


　油断も隙すきもない。


　今後のために、キスマーク程度じゃサボらないからなとはっきりと意思表示してやったら、ふてくされた和音は一暴れしてぷいっと腕のなかから逃げていった。








　文人より一足先に自分の足でダイニングに到とう着ちやくした和音は、いただきますもいわずにテーブルの上の朝食にかじりついた。


「とりあえずしばらくは好き勝手してても構わないが、俺が帰ってくるまでにはちゃんと身み支じ度たくを終えてろよ」


「なに？　どっか連れてってくれんの？」


　昨日の騒そう動どうで買い物をし損そこねたから、今日の朝食はトーストにハムエッグ、チーズソースをかけたアスパラのサラダと簡素だ。


　オレンジもないから仕方なく紅茶を出したら、和音は砂糖を四杯はいも入れてかき混ぜた。


「寮りように連れていってやるよ」


「………やっぱり帰れって？」


「違ちがう。退寮の手続きをとらないといけないだろう？　それと早めに空手部の主将に詫わびをいれとけ」


「あ、うんうん。そーする」


　一瞬不安げに曇くもった和音の顔が、あっという間に明るくなる。


「保護者のサインも必要なんだが、それはあとででも大丈夫だし、なんとでも誤ご魔ま化かせるんだが……」


「誤魔化しといて」


「わかった。学校のほうの住所変へん更こうは、今日のうちにやっとくから」


「うん。――やっぱ文人は頼たよりになるな」


「誉ほめても、これ以上はなんにもでないぞ。……ああ、合い鍵かぎだけは出さないとまずいか」


　予備のキーはないから作らないと、と、文人が自分自分に確かく認にんするように呟つぶやく。


「あ、合い鍵なら、もう持ってるけど？」


　和音があっけらかんといった。


「……どうして？」


「こんなこともあろうかと、昨日の帰りにぱぱっとね。――この部屋、何重にもロックがかけられてるから、この鍵もコピーできない特注品なんじゃないかって冷や冷やしたんだけど、そうでもなかったし」


「ああ、その鍵は単に形式的なものだから」


　エレベーターの暗証番号と二重の電子ロックと警備会社。


　それだけでも充じゆう分ぶんだったのだが、文人が引っ越こすことを決めたときに、家には鍵が付き物だからと母親がお飾かざりで作ったキーだった。


（勝手に合い鍵を作ったってことは……）


　文人がＯＫを出さなくても、その鍵でこっそり侵しん入にゆうしてくる気満々だったのかもしれない。


「なぁ、もし俺がおまえをここに置かないっていってたら、その鍵、どうするつもりだったんだ？」


　とりあえず真意を確かめようと聞いてみたら、和音はすい～っと視線をそらした。


「かずね」


　少し強く名を呼ぶと、嫌いや々いやながら口を開く。


「……………夜よ這ばいをかけて、証しよう拠こ写真でも撮とってやろうかと思ってた」


　あまりにも姑こ息そくな思おも惑わくに、文人は呆あきれ、苦く笑しようする。


「一応いっとくが、それは脅おどしのネタにはならないぞ」


「そっか。じゃあさ、学校中にばらまくってオプションつけたらどうよ？」


「無効。だいたい、そんなことしたら共とも倒だおれでふたりとも退学になるぞ」


「ああ、そっか。……迂う闊かつだったな」


　和音は真しん剣けんな顔で呟くと、フォークをくわえたままで腕うで組ぐみをした。


「迂闊って……。おまえ、本当に馬ば鹿かなんだな」


　ちょっと考えればわかることだろうに。


　これだから眼めが離はなせない。


「うわっ、むかつく～」


　馬鹿といわれて、和音は不満そうに下した唇くちびるを突き出した。




10







　そして月曜日の朝。


　教室に着くなり幸喜にとっつかまった文人は、教室から押し出され、廊ろう下かの隅すみで事の成り行きを根ほり葉ほり聞き出されていた。


「なるほどね。それで思し慮りよ深ぶかいおまえさんは、今後の騒そう動どうを防ぐために、仕方な～く和音を自宅に引き込むことにしたと？」


「日本語の使い方が間ま違ちがってるぞ。――引き込んだんじゃない。居い候そうろうさせてやることにしたんだ」


「へえへえ、そうですか。しっかし、まこちゃんでさえ同居させなかったのにねぇ。そんなに和音は特別？」


「………真と和音じゃ、周囲への影えい響きよう力りよくが違ちがい過ぎるだろうが」


「ふん、確かにそーかも」


　情報通だけあって、文人が和音の引っ越しにあたり寮と学校側を納なつ得とくさせるために作り上げた噓うその理由も、学校側には極ごく秘ひにしていた空手部との騒動も、すでに幸喜の耳に入っているようだった。


　だから幸喜がなんとかして聞き出そうとしているのは、文人と和音しか知らない裏の事情にほかならない。


（それも、この顔つきだと間違いなく九割がたばれてるな）


　予測はついているが、確証が欲しいというところなんだろう。


　ニヤニヤと笑う狐きつね面づらの笑えみの深さに、文人は眉まゆをひそめた。


「……悪あく趣しゆ味みな。幸喜、察してるんならもう黙だまれ。どんなにカマを掛かけられても、俺は白状しないからな」


「あらら、いいの？　俺、勝手に想像しちゃうけど」


　反応すればするだけ、幸喜を喜ばせるだけだ。


　文人が「ご自由に」と冷ややかに答えて教室に戻もどると、「つきあい悪いなぁ」と呟く幸喜の声が背後から聞こえてきた。


（そうそう面おも白しろがられてたまるか）


　肩かたを怒いからせて自分の席に戻ると、前の席に座っていた和音がぐるっと勢いよく振ふり向いた。


「幸喜、なんだって？」


　一いつ緒しよに登校してきたのに、文人だけが幸喜に引っ張られて廊下に戻ったのを気にしていたんだろう。


　自分が居ない隙すきに、ふたりでなにか面白い話でもしたんじゃないか？


　そんな好こう奇き心しんで、和音の眼がきらきらしている。


「たいしたことじゃない」


　幸喜相手の腹芸が和音にできるわけがない。


　この話題からは和音を遠ざけておくのが得策だろう。


　文人は、和音を邪じや険けんに追い払はらった。


「けち」


　ふてた和音がぷっと唇くちびるを突つき出す。


「そのとおり、文人はケチだ」


　教室に戻ってきた幸喜が、ふたりの会話に首を突っ込む。


「あ、幸喜、おはよう」


　和音の下唇が引っ込み、その代わりにふわんとしたおとなしげな笑みがその顔に浮うかぶ。


（………お見事）


　伊達だてに五年も『良い子』をやっていたわけじゃないんだろう。


　和音の表情がころっと『良い子』バージョンに変化するのを目まの当たりにして、文人は心のなかで思わず賞賛の声を上げる。


「はい、おはよー。――さっきも和音のパジャマの柄がらを教えてくれって頼たのんだのに、駄だ目めなんだと」


「俺のパジャマ？　なんで？」


　不思議そうに和音は首を傾かしげる。


「美人の転校生のプライペートな情報を知りたがる奴やつってけっこう居るわけ。情報通を自じ認にんしている俺としては、やっぱ押さえときたいポイントなんだよ」


「ふ～ん。でもそれだったら、文人に聞いても無む駄だだよ」


「どうして？」


「だって俺、ずっと文人の。パジャマ借りて――」


「この馬鹿っ」


　ペロッととんでもないことを口走る和音の口を、文人は慌あわてておさえたが、もう遅おそい。


「あ、そう。和音は文人のパジャマを借りてんのか」


　既すでに確証を得てしまった幸喜は、頰ほお杖づえをついてその狐面に余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑みを浮かべていた。


（これは、もう駄目だな）


　確証を得たからといって、幸喜はおおっぴらにいいふらすような真ま似ねはしないだろう。


　友人の良識を信用することにした文人は、諦あきらめて和音の口から手を離した。


「他ほかの奴には、ばらすなよ」


「はいはい。――で、和音、新居の居い心ごこ地ちはどんな感じ？」


「いいよ。文人、料理上手だし、面めん倒どう見みもいいから」


「そっか、優やさしい家主さんでよかったねぇ」


「うん。――なんだ、幸喜って、けっこう話のわかるいい奴なんだな」


　楽しくてたまらなそうに笑う幸喜の表情を、自分に都合よく解かい釈しやくしたのだろう。


　和音はいきなり幸喜への警けい戒かいを解除した。


「いっつもふざけてばっかだからさ、訳わかんねぇって警戒してたんだけど、損した。文人の友達やってんだから、いい奴に決まってるよな」


　おとなしげな笑みかなりを潜ひそめ、いたずらっ子の笑みがニヤリとその顔に広がる。


「まあね。なにしろ文人の友達だから」


　ちょっとだけ、クセがあるかもしれないけどねぇと、幸喜が文人に向けて意味深な視線を向けてくる。


「……ちょっとか？」


「ま、クセがあるのは、お互たがい様だってことで」


「賛同できないな」


　クセがあるのはおまえらで、自分はいたってまっとうだ。


　身を乗り出して反論しようとした文人を、幸喜はあっさりとシカトした。


「はいはいわかったわかった。――ところで、和音。そーいうことになってんなら、耳に入れときたい情報があるんだけど、聞く？」


「聞く聞く」


「あのな、実は生徒会に――」


　完全にシカトされた文人が、諦めの入り交じったため息をつきながら見守るなか、恒こう例れいの朝の挨あい拶さつにきた真も加わった三人で、鈴掛の話題で盛り上がりだした。


　どうやら和音は、すでに真に対しても警戒を解除していたらしい。


『良い子』モードは復活しないまま、マジかよ、アホじゃねぇの？　と素すのままの反応をふたりに返している。


（たしか、学校では良い子にしてるっていったよな）


　だが、この様子じゃ、全面的に『良い子』モードを解除する日も近そうだ。


（先が思いやられる）


　我が儘ままで単純でちょっと間ま抜ぬけな恋こい人びと。


　文人は今後の成り行きに一いち抹まつの不安を感じた。


　だが、しかし、そこが和音の和音たる所以ゆえんで、そんなところを可愛かわいいと思っているのもまた事実。


　和音がやらかす厄やつ介かい事ごと、全部ひっくるめて全部面めん倒どうみてやろうじゃないかと文人は思う。


　和音が安心して笑っていられるように、差し出した手をちゃんとつかんであげること。


　それがいまも昔も変わらない、自分の一番の望みなのだから……。




眠れぬ夜に

Nemurenu-Yoru-ni







　深夜。


　鳴瀬家所有のマンションの廊ろう下かを、足音を忍しのばせて歩く人ひと影かげがひとつ。


　彼は音をたてないよう、そうっとドアのレバーを動かしてドアを開けると、狭せまい隙すき間まから部屋のなかへとするりと侵しん入にゆうする。


　目的の人物は、セミダブルのベッドで淡あわいグレーの布ふ団とんにくるまっていた。


（よし熟じゆく睡すいしてんな）


　寝ね息いきで規則正しく布団が上下するのをみて取って、彼はニヤリとほくそ笑む。


　そうっと布団の端はしを持ち上げると、べッドのスプリングが極力動かないように細心の注意を払はらいながら、布団のなかに潜もぐり込んでいった。


　そして、ターゲットの下半身に手を伸のばした、そのとき。


「なにをしている？」


　頭上から、冷ややか～な声が聞こえてくる。


「ちっ、眠ねむり浅すぎ」


　和音は目的を果たせないまま、文人にパジャマの襟えり首くびをつかまれ、布団のなかから引っ張り出されていた。








　文人と和音が同居するようになって一月。


　季節は秋から冬へ変わり、人ひと肌はだが恋しい季節になっていた。


　が、しかし、ふたりは同じマンションの別々の部屋で寝ね起おきしていた。


　最初の頃ころは同じ部屋にいたのだが、それだと和音がすぐにいちゃつきたがるし、しかもエッチをした翌日はケツが痛いとかほざいて、文人を巻き込んで学校をサボろうとする。


　文人としては、そんなに手て酷ひどく抱だいているつもりはないから、和音の噓うそだと思っているのだが、加害者側なだけにもしもの可能性をどうしても考こう慮りよしてしまって、あまり強く怒おこることができずにいた。


　そのせいで、押し問答の末、ふたり揃そろって何度か遅ち刻こくまでしている。


　噓をつく隙すきを与あたえないよう、平日は和音に手を出さなければいいだけの話なのだが、俺をかまえ、もっと撫なでろと、和音に全身で甘えてじゃれかかってこられると、文人としてもどうしても拒こばみきれないのだ。


（だが、いくらなんでもこれはまずい）


　同居してるってだけでも注目の的になっているのだ。


　何度も何度もふたり揃って遅刻したら、いったいなんと噂うわさされるかしれたもんじゃない。


　和音に対して、常識や理性を要求するのは無む駄だなこと。


　自分がしっかりしなければと熟考した文人は、解決策として和音を自分の部屋から閉め出すことにした。


　前の日曜日に客用の寝しん室しつをひとつ和音に与えて、これでとりあえず平日の夜は安あん眠みんできるなと安心していたのだが、どうやら甘かった。


　部屋に鍵かぎをかけることも考えたのだが、和音が癇かん癪しやくをおこしたら一発で蹴けり破られてしまうだろうから無意味だと思ってかけてはいなかった。


「で、なにをしようとしてたんだ？」


　枕まくら元もとの小さな照明をつけ、薄うす明あかりのなか、布団から引きずり出した和音にもう一度同じことを聞いた。


「夜よ這ばい」


　和音はすい～っと目をそらしながら答えた。


「……あのなぁ」


「俺をほったらかしにしてる文人が悪いんだ。――おっ立てて、はめちゃえば、文人もその気になると思ったのにさ」


　和音はペロリと意味深な感じで唇くちびるを舐なめる。


「はめるって……」


　あまりの下品さに呆あきれて頭痛がする。


　文人は額をおさえた。


（こんなことなら、甘やかさないほうがよかったのかも……）


　いまとなっては、転校当初のしおらしさが懐なつかしいぐらいだ。


「だって、今週に入ってからまだ一回もやってねーんだぜ。なぁ、やろうよ」


「……発情期じゃあるまいし、週末まで我が慢まんできないのか？」


「できない。三日で限界。いーじゃんか、なあ」


「駄だ目めだ」


　ぎゅうっと抱きついてきた和音を、文人はべりっと引き剝はがした。


「やったら最後、またケツが痛いとかいい出して学校をサボろうとするだろうが。絶対に駄目だからな」


　きっく叱しかったら、和音はむうっとふてた。


　子どものように、ケチ、ばーかとぶうぶう文句をいったあとで、ふと思いついたように聞いてくる。


「文人、眠り浅いのか？」


　今後の為ための情報収集のつもりだろうか？


　文人はかなり眠りが浅いタイプなのだが、和音を警けい戒かいして「普ふ通つうだ」と噓をつく。


「おまえのせいで、冷たい空気が布団のなかに入ってきたから目が覚めたんだ」


「あ、そっか……。そういや、文人寒がりだったもんな。冬なんて、もこもこになるぐらいいっぱい着こんで雪だるまみたいだったし」


「俺が厚着なんじゃなくて、おまえが薄うす着ぎ過ぎただけだろうが」


　ふたりが育った山やま間あいの静かな別べつ荘そう地ちは、冬場になるとけっこうな量の雪が積もる。


　大きなスキー場こそなかったが、地元民が楽しむための小さなスキー場はあちこちにあった。


　和音はよくフード付きのフリースとマフラーだけで、近所にある小さなスキー場にぶっ飛んでいってしまったものだ。


　そのたびに文人は、和音が大切な指をしもやけにしたら大変だと、手て袋ぶくろを握にぎりしめて和音のあとを追いかけていた。


「俺、体温高いからな」


　なぜか得意げに和音が笑う。


「寒いんだったら、俺があっためてやるよ。人間カイロだ。今年の冬はあったかだぞ。文人、よかったな～」


「いや、けっこうだ」


　再び抱きついてくる和音を手の平でぎゅうっと押し返す。


「気持ちだけありがたく受け取っておくから、自分の部屋に帰れ」


「ケチ」


「理性的だといえ」


「ちぇ、わかったよ。……じゃあさ、無理に迫せまんないから、ここで寝ねてもいーだろ？」


「ん？」


「慣れない部屋に一人で寝るの嫌いやなんだって」


「ああ、そういうことか……」


　それならば仕方ないと、文人は布団の端を上げて和音をなかに入れてやった。


「今日だけだぞ」


「うん」


　和音は嬉うれしそうに文人の腕うでに抱きつくと、居い心ごこ地ちがいいように、ひとしきりもぞもぞと動きだす。


「こら、くっつくな。広いんだから離はなれて寝ろ」


　文人は絡からんでくる身体からだをしっしっと追っ払ぱらった。


「なんだよ～ケチ。これぐらい、いーじゃんか」


　追っ払われてムキになった和音がぎゅうぎゅうと抱きついてくる。


「駄目だ」


　触ふれればすぐに柔やわらかくなって甘く香かおる身体が側そばにあるというのに、手を出さずに居られるほど文人は忍にん耐たい強づよくないし、枯かれてもいない。


　ここまで頑がん張ばって和音を拒きよ絶ぜつしていながら、結局自分が我慢できなくなって手を出したりしたら、今後和音がどれほど増長するか……。


「これ以上の安眠妨ぼう害がいはゆるさん」


　なんとしてもこれ以上の刺し激げきは避さけたいと、文人はムキになってしがみついてくる和音の身体を押し返していたのだが、急にふっと和音の抵てい抗こうがやんだ。


「……なぁ、文人さ、もしかして」


「な、なんだ」


　大きな琥こ珀はく色の眼めでまっすぐにじいっとみつめられて、思わず文人はうろたえる。


「ホントは、すげー俺とやりたいんじゃねぇの？　だからくっつかれたくないんだろ」


「う……」


　図星を指された文人がついうっかり口ごもったら、和音は勝ったといわんばかりにニヤッと笑った。


「ばっかだなぁ。我慢しなくていーのに」


　嬉き々きとして起きあがると、文人にのしかかってくる。


「よせ、こら！　やめろって!!」


　パシャマの襟えりに手をかけて胸むな元もとにキスをしようとする和音を、文人は強ごう引いんにひっぺがして逆に押さえ込んだ。


「頼たのむから、おとなしく寝てくれ」


「けちっ。やりてークセに、なんで我慢すんだよ」


　力ずくで両りよう腕うでを押さえ込まれた和音は、不満そうにむっと下した唇くちびるを突つき出した。


「さっきもいっただろうが。おまえに学校をサボらせないためだ」


「ばっかみてー。一日や二日ぐらいサボったって平気だってのに。――だいたいさ、くそつまんねー授業なんか受けてるより、ふたりでいちゃついてるほうが楽しいと思わねーの？」


「和音、おまえな……。もうちょっと後先を考える能力を身につけろよ」


　一いつ緒しよにいられるのが楽しいのは当たり前。


　ふたりだけでいちゃついてたいなんて可愛かわいいことをいわれたら、文人だってやっぱりそれなりに嬉しい。


　が、そんな直情的な感情に振ふり回されていたら、この先やってけないってことも充じゆう分ぶんにわかっている。


「寮りようから出て、家に引っ越こしたことをまだ叔父おじさんに報告してないんだろう？」


「それがなんの関係があんだよ」


「おおありだ。報告したときに、引っ越してきてからのほうが生活態度が悪くなってたら、さすがにまずいだろう。――保護者命令で寮に戻もどされることになったらどうするんだ？」


「………こまる」


　なんとか自由になろうと力が入っていた和音の腕から、ぷしゅーっと力が抜ぬけていく。


「わかったら、おとなしく寝ろ」


「うん」


　和音はいきなりしょんぼりして、頭まで布ふ団とんに潜もぐり込んでしまった。


　なんだか可か哀わい想そうになった文人が、布団のなかでその手を握ってやると、ぎゅっと腕にしがみついてきた。


「………でも、文人も悪いんだからな」


　しばらくして、布団のなかから、ぼそぼそと和音の声が響ひびいてきた。


「どうしてだ？」


「だって、あんましエッチしたがんねーし、部屋から閉め出すしさ……」


「もしかして、不安だったか？　だから、わざわざこんな真ま似ねを？」


　聞くと、文人の腕に和音の額がこつっとぶつかってきた。


「そうか。わるかった」


　暴走する和音を止めることばかり考えていて、ほとんど強引にひとり部屋を与あたえてしまっていた。


　少しばかり、言葉が足りなかったのかもしれない。


　反省した文人は、自由なほうの手で布団の上から和音の頭を撫なでてやる。


「でも、もうわかっただろう？　やりたくないわけじゃないって」


「うん」


「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだな」


「うん」


　腕に額がこつこつと当たる。


　安心した文人は、おやすみと呟つぶやくと灯あかりを消した。














　――そしておよそ十五分後。


「和音っ!!」


　布団のなかでごそごそとあやしげな動きをみせた和音を、文人はもう一度襟えり首くびをひっつかんで引っ張り出していた。


「納なつ得とくしたんじゃなかったのか？」


　灯りをつけて顔を覗のぞき込むと、和音はやっぱりすい～っと目をそらした。


「いや、でもさ、やっぱ我が慢まんは身体からだによくないかなぁと思ったりもするし……」


「おまえな……」


　減らず口をたたく和音に呆あきれて、文人は深く息を吐はいた。


（さて、どうしてくれよう）


　少し甘やかし過ぎているのかもしれない。


　一度みっちり痛い目をみせて、しつけるのもひとつの手かな……。


　ふと、そんな悪い考えが脳のう裏りをよぎる。


　撫でられる気持ちよさだけ覚えてしまって、男の怖こわさをちゃんと知らないままでいるから、こうまで無む邪じや気きに振る舞まえるのだ。


　一度痛い目をみれば、少しはこっちの顔色を窺うかがうようになってくれるかも……。


　無言のままで和音を睨にらんで悪い考えを巡めぐらせていたら、和音が軽く首をすくめた。


「まさか、本気で怒おこったりしてねーよな？」


　文人の目つきに、危険なものを感じたのかもしれない。


　和音は少し怯おびえているようだ。


（……駄だ目めだ）


　一度痛い目にあわせてしまったら、和音は自分のこの手にずっと怯えるようになるだろう。


　そんな可哀想なことはできそうになかった。


「…………怒ってない。怒ってないから、頼むからおとなしく寝てくれ」


「うん」


　低い声で文人が頼み込むと、和音はしおらしくうなずいて、そそくさと再び布団のなかに潜り込んでいった。


（さて……）


　これでおとなしく眠ねむってくれればいいのだが、あいにく相手が和音だけにどうも油断できない。


　文人は片かた肘ひじをついて、和音が潜っている布団の出っ張りを観察した。


　そして。さらに数十分が経過して、


「……おい、いい加減にしろよ」


　怒りに震ふるえる声が低く寝しん室しつに響いた。








　忍にん耐たい力りよくが尽つきるのが先か、夜が明けるのが先か……。


　文人に安らかな眠りは、当分訪おとずれそうになかった。




飼かい主ぬしになってよ！





黒くろ崎さきあつし
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